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別 紙

会 議 の 経 過
平成２４年３月１４日（水）

午 前 ９時２８分 開議

◎ 開会・開議の宣言

○議長（宮下愿吾君） おはようございます。ご苦労さんでございます。

ただいまの出席議員は全員です。

これより、直ちに本日の会議を開きます。

本日の議事日程は、お手元に配付のとおりでございます。

◎ 日程第１ 会議録署名議員の指名

○議長（宮下愿吾君） 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。

本日の会議録署名議員は、会議規則第１１６条の規定によって、議長において

５番 佐 戸 仁 志 君

９番 大 谷 功 君を指名します。

◎ 日程第２ 議案第３号

○議長（宮下愿吾君） 日程第２、議案第３号 平成２４年度伊根町一般会計予算を議題とし、こ

れから質疑を行います。

質疑につきましては、慣例によりまして歳入全般をまず一区切り、それから歳出の１款議会費か

ら４款衛生費までを一区切り、それから５款労働費から８款土木費までを一区切り、９款消防費か

ら１４款予備費までを一区切りとし、合計４区切りとして質疑を行いますのでよろしくお願いをい

たします。

また、十分審議を尽くしていただけるよう、平成２４年度全会計予算議案の質疑の回数につきま

しては、事情が許す限り一応制限しないということにしたいと思いますので、よろしくお願いした

いと思います。これにご異議ございませんか。

（「異議なし」の声あり）

○議長（宮下愿吾君） 異議なしと認めます。平成２４年度全会計予算議案の質疑の回数は、事情

が許す限り制限しないということに決定をいたしました。十分な審議が尽くされることを期待しま

す。

それでは初めに、一般会計歳入全般を対象としまして質疑を行います。質疑ありませんか。３番、

濱野茂樹君。

○３番（濱野茂樹君） 所得税、個人住民税の扶養控除につきましては、平成２２年度税制改正に

おいて年少扶養控除及び１８歳までの特定扶養控除の上乗せ部分の廃止が行われたことでございま

すが、この見直しが行われた関係で、現行制度においては、所得税、個人住民税の税額等と連動し

ている保育料等の医療、福祉制度等に関する負担に影響が生じることとなりますが、予算上は、も

ちろんそのあたりまで考慮されて積算されていると思いますが、どのように対応されているのかご

教示願います。

○議長（宮下愿吾君） 吉本町長。

○町長（吉本秀樹君） 歳入の話なんですけれども、年少扶養控除、これ廃止になりまして、いろ

んなところで微妙なところで税金がかかったりかからなかったり、いろんな影響を及ぼしておるよ

うであります。当町におきましては、その改正前の所得税額で計算をしてやりますので、ですから、

保育料その他、影響が出ません。そのように考慮しております。

○議長（宮下愿吾君） ３番、濱野茂樹君。

○３番（濱野茂樹君） 手続的には、その際には保護者、扶養者から源泉徴収票や申告書の写しを

提供されるようですが、他市町村の場合ですね。当町においてもそのような手続をされる予定でご
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ざいますでしょうか。

○議長（宮下愿吾君） 芦原課長。

○住民生活課長（芦原 誠君） その件につきまして、現在、どういった方法で対応するかという

ことは検討中でございますので、よろしくお願いいたします。

○議長（宮下愿吾君） ほかに質疑ありませんか。７番、三野三千彦君。

○７番（三野三千彦君） ちょっとお尋ねしたいんですが、固定資産税なんですが、前年度の予算

を見ますと３０７万５，０００円ほど多く削ったわけなんですが、今年につきましては４７９万円

ほど減となっておるんですが、この要因はどういったことが要因かわかれば。

○議長（宮下愿吾君） 上山主幹。

○住民生活課主幹（上山富夫君） 固定資産税の減額の要因ということですけれども、基本的には

家屋に係ります固定資産の減額が大きく影響しております。家屋について約３５０万円の減額とな

っております。

○議長（宮下愿吾君） ほかに質疑はございませんか。７番、三野三千彦君。

○７番（三野三千彦君） ２３年度は増額の方向でやっておったんだけれども、ことしは減額とい

うことは、去年２３年度から見ると７００万近い減額になるわけなんですね。こんな、それこそあ

る分だけで、家屋だけでそんな金になるんですか。

○議長（宮下愿吾君） 上山主幹。

○住民生活課主幹（上山富夫君） ２４年度は評価替えの年となっておりまして、そこの評価替え

による減少が大きな要因でございます。

○議長（宮下愿吾君） ほかに質疑ございませんか。３番、濱野茂樹君。

○３番（濱野茂樹君） １９ページの総務手数料、税外収入金督促手数料についてお伺いいたしま

す。

税外収入金督促手数料が計上されておりますが、この伊根町税外収入金滞納金督促条例では、地

方自治法第２３１条の３第１項に規定する分担金、使用料、加入金、手数料及び過料、その他の本

町の歳入を納期限までに納付しない者があるときは、町長は納期限後２０日以内に督促をしなけれ

ばならないと規定されていることは承知のとおりでございます。率直にお伺いいたしますが、ホー

ムページの広告料等の節等で区分されていない料金も、すべからく督促処理はされるというふうに

理解してよろしいでしょうか。

○議長（宮下愿吾君） 今岡課長。

○総務課長（今岡敬雄君） ホームページの関係につきましては、掲載時に納入をいただいて、そ

れから掲載をしておるということですので、督促というふうなことはございません。

○議長（宮下愿吾君） ３番、濱野茂樹君。

○３番（濱野茂樹君） あくまで掲載されてから、きちんとそういった形でされているというふう

理解でよろしいですね。はい、わかりました。

○議長（宮下愿吾君） ほかに質疑はございませんか。３番、濱野茂樹君。

○３番（濱野茂樹君） ２７ページの寄附金、ふるさと応援寄附金についてお伺いいたします。

ふるさと応援寄附金、いわゆるふるさと納税でございますが、ホームページや封筒には、ふるさ

と納税は伊根町へというふうに掲載されていることは承知のとおりでございます。他市町村では、

職員の名刺やそういったものにも、観光パンフレットにも印字してＰＲに努められておられます。

伊根町においても盆や正月の広報紙等、他市町村の帰省者の皆さんの目に触れる機会にはＰＲすべ

きだというふうに思います。同窓会事業のほか、町では封筒、ホームページを除き、今後どのよう

にＰＲされているのか、また、昨年度と見込み額が同額でございます。ふるさと納税をされた方に

配付される５，０００円相当の特産品の金額が４，０００円に引き下げられました。その

１，０００円下がったことにより影響が少なからず私は出るのではないかというふうに思いますが、

予算では同額と、どのようにこの下がった分をケアされていくのか、またＰＲされていくのか、そ

のあたりをご教示願います。

○議長（宮下愿吾君） 今岡課長。

○総務課長（今岡敬雄君） ２３年度につきましては、大口のふるさと納税の寄附の方がおられた
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ということで先般の補正予算でも説明させていただきましたが、専決で増額させていただく予定を

しております。

ただいまの濱野議員の関係でございますが、そういった折々といいますか、盆、正月等につきま

しては、広報等でそういった啓発を今後につきましてはしていきたいというふうに思っております

し、５，０００円を４，０００円にというふうな分についても、ちょっと様子を見させていただい

て今後検討していくというふうなところで思いますが、この５，０００円のところから

４，０００円に変えたというふうな部分についても、従来、控除のところで５，０００円というふ

うなところを設定させていただきましたが、法のほうの改正によりまして２，０００円になったと

いうふうなところ、そういったところで、２，０００円にしては貧弱過ぎるというふうなところか

ら、かというて５，０００円というふうなところから４，０００円の金額は設定させていただきま

したが、今、ホームページ等でも業者の公募をしておりまして、今、２業者から応募がございまし

た。そういった内容等も見ながら様子を見させていただきたいというふうに思っております。

○議長（宮下愿吾君） よろしいですか、はい。ほかに質疑はございませんか。９番、大谷功君。

○９番（大谷 功君） ２８、２９ページの活き生きまちづくり応援基金繰入金なんですが、ここ

で聞くのか歳出で聞くのか迷っておったところですが、今年度、最後の年になりますね。ほんで集

落なり団体に５０万ずつということで、使っている集落やら使わない集落やらあると思うんですが、

そこらの状況についてお聞かせ願いたいのが１点と、１６、１７ページの１０款地方交付税ですが、

これは、ことしは昨年度の交付税決定額の９５％を計上されたというふうに説明されたと思います。

私の記憶しておる範囲では、もうずっと留保額は７％だというふうに記憶しておるんですけれども、

ここらを５％に変えたというその協議の中身について聞かせていただけたらと思います。

○議長（宮下愿吾君） 今岡課長。

○総務課長（今岡敬雄君） 活き生きまちづくり応援交付金につきましては、平成２２年度からス

タートいたしまして、本年度、最終年度というふうなことになっております。現在、予算計上して

おります七百二十何万円、この関係については、自治会関係でまだ残っておりますのが４２２万

６，０００円残っております。あと３００万円については、ＮＰＯをはじめといたしましたそうい

った団体というふうなことで予算は計上しておりまして、自治会は４２２万６，０００円、残りが

あるということです。

○議長（宮下愿吾君） 鍵主幹。

○総務課主幹（鍵 良平君） 交付税関係についてのご質問にお答えさせていただきます。

財源の留保率を変更いたしました背景と申しますのは、実は京都府のほうからの指導も一部いた

だいたという経過もございまして、と申しますのは、このあたりの財源留保率につきましては、本

町の財政力指数が０．１３であったりするそのあたりを勘案し、交付税が決定した後に政策的経費

をかさ増しといいますか、追加していくという考え方でこれまで進めてきておりましたが、事業実

施に当たりましては、当初予算に計上しておいたほうが事業実施の期間が長くとれるため、長目の

事業期間が担保できるという意味で当初に多目に計上させていただくということで方向転換をさせ

ていただいたというところでございます。ただ、このあたりにつきましても、地方財政計画の動向、

地方の一般財源総額、あるいは地方の財政力の脆弱な団体に対する地財計画上の配慮、こういった

あたりも含めた上で、なおかつ一定の本町の財政調整基金の残高が若干ふえておりますことも含め

て、そういったあたりで安全率を少し低目に見て、なるだけ早く政策的経費の執行が可能なように

転換をさせていただきましたという経過でございます。

○議長（宮下愿吾君） ほかに質疑はありませんか。９番、大谷功君。

○９番（大谷 功君） 再質問になるんですが、その活き生きまちづくり応援基金ですが、全く使

われない集落もあるんじゃないかなと思うんですけれども、４２０万もあるということは。せっか

くの基金なんで、できたら使うように、こういうふうに使ったらどうですかというような指導も必

要じゃないんかなと思うんですが、そこらはいかがでしょうか。

○議長（宮下愿吾君） 今岡課長。

○総務課長（今岡敬雄君） ことし最終年度というふうなところで、区長さんによりましては、も

う最後の年にやるというふうな区もございます。それから、その辺につきましては、今春に区長会
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等を開催いたしますので、きょうまで使われた事例等もお示しをしながら、その辺につきましては

説明をしていきたいというふうに思っております。

○議長（宮下愿吾君） ほかに質疑ありませんか。３番、濱野茂樹君。

○３番（濱野茂樹君） 今年度、歳出のほうで消防ポンプ自動車の更新があったと思うんですが、

今まで使用されていた消防ポンプ自動車は、財産売払収入として下取りという格好で上がってくる

のかなというふうに思うんですが、今回上げていないのは、まだ金額的になかなかわかりづらいと

いうことで上げておられないのか、それとも下取りはしないということで上げておられないのかお

聞かせ願います。

○議長（宮下愿吾君） 今岡課長。

○総務課長（今岡敬雄君） 第２分団のポンプ車が更新というふうなことで予算計上いたしており

ますが、今回につきましてもインターネット公売を予定いたしておりますので、またその時点で予

算計上させていただきます。

○議長（宮下愿吾君） ほかに質疑はございませんか。質疑ありませんか。質疑がないようですが、

一般会計歳入歳出予算の歳入全般についての質疑を終わりたいと思いますが、ご異議ありませんか。

全区分のそれぞれの質疑が終了しましたら、終わった後で全会計を通して総括質疑をもう一遍受け

たいと、そういう時間を設けたいと思っておりますので、一応質疑がなければ歳入全般についての

質疑を終わりたいと思いますが、ご異議ありませんか。

（「異議なし」の声あり）

○議長（宮下愿吾君） 異議なしと認めます。それでは、歳入全般については質疑を一応終わりま

す。

次に、１款議会費から４款衛生費までを対象として質疑を行います。３番、濱野茂樹君。

○３番（濱野茂樹君） ４７ページの活き生きまちづくり応援事業についてご確認させていただき

たく思います。

町長さんは、先日の施政方針でもおっしゃられておりましたが、２５年度においてもこの応援補

助金を継続して実施されるというふうにおっしゃられました。これは実際ということで理解させて

いただいてよろしいでしょうか。

○議長（宮下愿吾君） 吉本町長。

○町長（吉本秀樹君） 決定というわけじゃないんですよ。好評でありまして、そういう継続して

ほしいというご意見がたくさんありまして、先ほどの大谷議員から質問がありましたように四百何

万残っておる、それにつきましても、多分どういう事業に使おうかなというのはそれは吟味されて

おると思うんですよ。それで一番最後にどっと使われるだろうし、逆にもう早くから使われたとこ

ろは、もっとないんか、もっとないんかと言うておるところもおられますんで、決定だと、これか

らも引き続きやるというのはここで申し上げるわけにいかないんですけれども、皆さんのご要望も

多いですし、好評でありますので、前向きに検討させてもらうということでよろしくお願いいたし

ます。

○議長（宮下愿吾君） ほかに質疑ございませんか。７番、三野三千彦君。

○７番（三野三千彦君） ８７ページの不法投棄対策事業でございますが、伊根町の海岸部、また

山の中を見ると、かなりの不法投棄が行われておるようでございますが、町のほうにおいて見回り

をされているのかどうか、まずその辺から。

○議長（宮下愿吾君） 上山主幹。

○住民生活課主幹（上山富夫君） 海岸線におけます漂着ごみ等の対応についてでございますが、

平成２３年度、国の緊急雇用対策を活用しまして、町内の町道周辺のごみ、また海岸周辺のごみに

つきましても一定のパトロールをさせていただいて、できる部分につきましては回収等、その処理

をさせていただいておるところでございます。また、平成２４年度におきましては、労働費からこ

この衛生費のほうに事業を移しまして、こちらのほうで同様の対応をさせていただきたいと考えて

おります。

○議長（宮下愿吾君） ほかに質疑ありませんか。１番、和田義清君。

○１番（和田義清君） ８５ページの衛生費のところなんですが、診療所あり方検討事業のほうで
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検討会を立ち上げられるというふうにお聞きしておるんですが、どのような構成のメンバーで考え

ておられるのかご教示お願いします。

○議長（宮下愿吾君） 芦原課長。

○住民生活課長（芦原 誠君） メンバーといたしましては、国保の運協の委員さんやら、それか

ら長寿苑さんとか社協さん、そういった町内の関係者を一応予定しております。

○議長（宮下愿吾君） ほかに質疑ありませんか。９番、大谷功君。

○９番（大谷 功君） 同じところなんですが、診療所のあり方検討事業ですけれども、ここに事

業として出てくるからには、いろいろな問題点が出ているのかなというふうに思っておるんですけ

れども、この事業を始めようとした背景というのは何があるのかなと、お聞かせ願いたいと思いま

す。

○議長（宮下愿吾君） 芦原課長。

○住民生活課長（芦原 誠君） 背景につきましては、診療所のほうが赤字経営というようなこと

もありまして、その辺のところも加味しながら、やはり伊根町には２つの診療所しかございません

ので、入院施設もございませんので、その辺のところで本当に効果的な診療体制を検討する必要が

あるかなということで、検討委員会を立ち上げて、その辺のところを検討させていただきたいと思

っております。

○議長（宮下愿吾君） よろしいですか。ほかに質疑ありませんか。２番、上辻亨君。

○２番（上辻 亨君） ５１ページの犯罪被害者等見舞金なんですが、これは犯罪に遭ったから自

分からどこへ申告して、どれぐらいの見舞金が、犯罪に応じてなんでしょうけれども、ちょっと細

かいようなことを説明願えたらありがたいです。

○議長（宮下愿吾君） 鍵主幹。

○総務課主幹（鍵 良平君） 犯罪被害者見舞金制度でございますが、そういった状況に置かれた

ときに役場の窓口に来て申請していただくというようなことは、到底その被害を受けられた方は困

難だろうというふうに想定しております。このあたりにつきましては、京都府警察本部と連携をと

りまして、京都府警察本部でその被害者の方が保護されている状況の中で、こういった制度があり

ますよということで、警察と町と連携をとりながら、こっちで来ていただくことなく、そういった

情報の提供を警察のほうから直接していただいて、警察とこちらの連携によってスムーズな支給を

させていただくというようなことを考えております。この方法につきましては、京都府警察本部の

ほうで各地方公共団体に、恐らくこの制度を持っておられる団体はすべて同じような扱いをしてお

られると考えております。具体的な中身につきましては、あってはならないことですけれども、犯

罪被害によってお亡くなりになられた場合に見舞金が３０万円、おけがをされた場合に１０万円を

現在のところ想定しております。

○議長（宮下愿吾君） ２番、上辻亨君。

○２番（上辻 亨君） それでは、例えばもう空き巣に遭って現金が取られたとか、そういった部

分に関してはもう出ないと。

○議長（宮下愿吾君） 鍵主幹。

○総務課主幹（鍵 良平君） この制度は身体的被害を受けられた場合を想定しております。

○議長（宮下愿吾君） ２番、上辻亨君。

○２番（上辻 亨君） 町内で利用されておられる方って、昨年度とかきょうまでとか、ありまし

たか。

○議長（宮下愿吾君） 鍵主幹。

○総務課主幹（鍵 良平君） 今までは例がございません。

○議長（宮下愿吾君） ほかに質疑ございませんか。８番、泉敏夫君。

○８番（泉 敏夫君） 先ほどの関連質問なんですけれども、診療所のあり方検討委員会ですけれ

ども、メンバーはどれぐらいのメンバーで、それから、診療所が先ほども本庄と伊根と２カ所ある

ということなんですが、例えばそれを１つにしていくのか、していこうというような考えがあるの

か、また民間委託に、京丹後市のように徳洲会の病院、例えばそういうところに委託していこうと

いう考えなのか、どういうふうな検討をされていこうという趣旨でこういう検討委員会を立ち上げ
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られていくのかなというのをちょっとお願いしたいと思います。

○議長（宮下愿吾君） 芦原課長。

○住民生活課長（芦原 誠君） メンバーの数ですが、一応大体１０名程度を予定しております。

検討させてもらった結果、若干ふえたりすることがありますが、一応１０名程度で委員会のメンバ

ーとさせていただきまして、どういった診療所運営がいいのか、先生の１カ所管理だとか、いろん

な方法があろうかと思いますので、その辺も含めて検討させていただきたいと思っております。

○議長（宮下愿吾君） よろしいですか。８番、泉敏夫君。

○８番（泉 敏夫君） 民間に例えば委託とかそういうことはもう全然考えずに、とにかく２つの

診療所を残していこうということはもう基本というんか、それに考えですか、基本に持っていくと

かいうんか。それとも、今、これまでからちょっとうわさになっておりました、薬が変わってきた

とかどうかいうこととは関係なくずっと進んでいくということですか。

○議長（宮下愿吾君） 芦原課長。

○住民生活課長（芦原 誠君） その辺も含めまして、委員さんとも一緒になって検討してまいり

たいと考えております。

○議長（宮下愿吾君） ほかに質疑ありませんか。２番、上辻亨君。

○２番（上辻 亨君） ４６、４７ページの交通安全対策費ということで、昨年度より３７万

７，０００円減ということで、通学路の外灯の電気代ということで下がったということです。いい

とは思うんですけれども、これはＬＥＤ電気にかえたからこういうような結果が生まれたのでしょ

うか。

○議長（宮下愿吾君） 鍵主幹。

○総務課主幹（鍵 良平君） 上辻議員ご指摘のとおり、ＬＥＤ電球に交換したところもあります。

そういった場合は関西電力の料金体系が変わりまして、ＬＥＤに交換した場合、一定手続をとるこ

とによって定額の料金が下がるというところもございます。また、もう一つ下がりました大きな要

因としまして、消耗品のほうで上げさせていただいておるんですが、各集落内の区長さんが管理し

ておられる集落内の街路灯につきましても、昨年から修理につきましても、申し出をいただいた部

分につきましてＬＥＤに交換していくということで昨年から取り組ませていただいております。そ

の昨年の実績を見まして、実際に全部をどんどんかえていくというわけではなしに、やはり傷んだ

ものから順次ということでお願いしております関係で、昨年実績で大きくそういったものが出るか

とも思ったんですけれども、さらにその前の年に、集落内で特に傷みのひどいものにつきましては

一括、町で交換させていただいた関係もあって要望が少のうございましたので、それに合わせて減

額をさせていただきました。

○議長（宮下愿吾君） ほかに質疑ございませんか。３番、濱野茂樹君。

○３番（濱野茂樹君） ７５ページ、子育て支援共通事務費についてお伺いいたします。

お子さまたんじょう祝金ですが、非常にすばらしい制度であるというふうに思っております。し

かしながら、以前の住民懇談会等では、このような現金支給はすべきでないということもおっしゃ

られていたということも耳にしました。方針の転換につきましては、時代に即した住民ニーズに対

応したということで理解させていただいたらよろしいでしょうか。また、並びにこの祝い金につき

ましては、所得税法上、どのようにして取り扱われるのかご教示願います。

○議長（宮下愿吾君） 今岡課長。

○総務課長（今岡敬雄君） 今年度、こういった事業を取り組みをさせていただいたというふうな

ところから、この関係につきましては補助金ということですので非課税ということですし、それか

ら、届け出を出してこられたときに町長がおられましたら町長から直接お渡しをするというふうに

考えております。

○議長（宮下愿吾君） 吉本町長。

○町長（吉本秀樹君） また考え方の転換かということですけれども、いや、私どもが言ったのは、

子供さんを産めよふやせで、例えば、それに１人生まれたら３０万だ４０万だ５０万だと、そうい

うお金でつると言ったら悪いですけれども、そういうのが出ますよと、そういう考え方はよくない

というふうに思っておりました。しかしながら、これだけ少子化になってまいりましたら、やっぱ
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り町の宝でありますので、誕生を祝う意味合いで出させていただきます。わずかでございますけれ

どもね。それでも伊根町に新しい子供が生まれたということをみんなで祝いたいという、その気持

ちを表現させてもらおうと思ってつくりましたので。

以上でございます。

○議長（宮下愿吾君） ２番、上辻亨君。

○２番（上辻 亨君） 今の関連の質問なんですけれども、では、ことしいわば子供さんが生まれ

る、出産されるという方は、およそどれぐらいあるんでしょうか。５０万円の予算を計上されてお

るわけですけれども、１人当たり５万円ということで。

○議長（宮下愿吾君） 今岡課長。

○総務課長（今岡敬雄君） とりあえず１０人分を計上させていただきました。これにつきまして

は、年度内に生まれる人数というのは想定がつきません。したがいまして、１０人以上生まれた場

合につきましては補正予算で計上させていただきたいというふうに思っております。

○議長（宮下愿吾君） ２番、上辻亨君。

○２番（上辻 亨君） あくまでもこれは申請せなもらえんわけですね。嫌だという人は。

○議長（宮下愿吾君） 今岡課長。

○総務課長（今岡敬雄君） 窓口に届け出に来られますので、そのときに一緒に申請をしていただ

くというふうに考えております。

○議長（宮下愿吾君） ９番、大谷功君。

○９番（大谷 功君） ４６、４７ページの２款総務費 １項総務管理費 １０目自治振興費の細

節１２の保険料、傷害保険ですが、これは新しい支出なのかなと思っておるんですけれども、これ

は全自治会に傷害保険を掛けるというふうに理解してもよろしいんでしょうか。

○議長（宮下愿吾君） 今岡課長。

○総務課長（今岡敬雄君） 今年度、新たな取り組みということで、区長さんにつきましては協力

員ということで協力をいただいております。そういった区長さん方について、そういったことをや

っていただく段階でけがをされたりというふうなことが想定されます。したがいまして、これにつ

きましては区長さんを想定しております。死亡の場合、それからけがをされて入院の場合、それか

ら通院の場合、それぞれのわずかでございますが、そういったものを補てんしていくというふうな

ことで考えております。

○議長（宮下愿吾君） ほかに質疑ありませんか。１０番、奥野良一君。

○１０番（奥野良一君） ５１ページなんですが、木造住宅の耐震改修事業という事業があります

が、これは何軒ぐらい年間、耐震をやられるというのですか。そういう工事をやられる家が何軒ぐ

らいあるのか。それぞれの家によって変わってくると思うんです、どの程度までの耐震をされるの

か。その年間というのですか、本年度の大体の軒数を予測はされておると思うんですけれども、ち

ょっとその辺の軒数と金額ですね、大体１件当たりどれぐらいかかっておるのかと。

○議長（宮下愿吾君） 鍵主幹。

○総務課主幹（鍵 良平君） 耐震の改修事業につきましては、平成２３年度の実績では現在のと

ころ１軒でございます。今回当初予算に計上させていただきましたのも１軒分でございまして、対

象事業費が１２０万円を上限としております。その中で補助率が４分の３でございます。これは国

の制度を利用したものでございまして、財源に国庫支出金が含まれておるのは、そういった事情で

ございます。実際のところ、この制度が浸透してまいりまして、事業をされたいという方が耐震診

断の結果、出てこられた場合につきましては、早急に京都府との連絡もとりながら、京都府の補正

等の都合もございますが、伊根町としては補正予算対応をさせていただいて、できるだけ皆さんの

ご要望におこたえしたいというふうに考えております。

○議長（宮下愿吾君） ほかに質疑ありませんか。７番、三野三千彦君。

○７番（三野三千彦君） ４３ページの旧庁舎跡地活用事業３，０００万の予算がついておるわけ

なんですが、どのようなやり方をされるのか。工事費のみでございますんで、設計図ができておる

のかなという感じは持つわけなんですが、その辺はどうなんですか。

○議長（宮下愿吾君） 鍵主幹。
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○総務課主幹（鍵 良平君） 設計費につきましては２３年度予算に計上させていただいておりま

して、現在、実施設計を実施しておるところです。もう間もなく成果品が上がってくる予定になっ

ております。今年度内に実施設計を完了し、２４年度に工事実施を考えております。

内容につきましては、この跡地活用検討委員会の中でご意見を賜りました内容に従いまして、旧

庁舎跡地に芝張り、植栽、桜の木などを植えて、町民の憩いの場、観光客の方も舟屋を眺めるのに

使っていただけるようなところ、伊根町の玄関口にふさわしいような公園整備ということで、ベン

チ、あずまや程度の構造物で、ご意見を賜りました中で恒久的な構造物につきましては建てないほ

うがよいというご意見、たくさんの委員の方からいただきまして、意見書の中でもそういった恒久

的な構造物は建てないようにということでございましたので、今申し上げましたような簡単な休憩

施設と植栽程度の整備を行う公園整備を計画しております。

○議長（宮下愿吾君） ７番、三野三千彦君。

○７番（三野三千彦君） ほな駐車場はもうなしということですか。

○議長（宮下愿吾君） 鍵主幹。

○総務課主幹（鍵 良平君） 大変失礼いたしました。駐車スペースも設ける予定をしております。

○議長（宮下愿吾君） １番、和田義清君。

○１番（和田義清君） 関連質問なんですが、その駐車場というのは、観光客対応の駐車場なのか、

地元の方のための月決めの駐車場も想定しておられるのかというのと、これから多分内容はいろい

ろと決めてこられると思うんですが、その辺の内容に関して、伊根浦観光の策定ビジョンのメンバ

ーの方もかかわっておられるのか。といいますのは、あそこの場所というのは、たしかシータクシ

ーとかの乗りおりにも使っておられましたんで、その辺も絡めた一緒にした海の駅といいますか、

シータクシーの海乗り場というか、その辺のことも考えての内容というのは今後検討の余地がある

と思うんですが、その辺のことに関してはいかがなお考えですか。

○議長（宮下愿吾君） 鍵主幹。

○総務課主幹（鍵 良平君） 今後の活用方法につきましては、実は検討委員会の中で触れられて

おりましたものの中で大きなものが、今後の伊根浦観光の施設整備的なものとしてはスタートにな

ってくるところになるので、今後の展開によっては融通のきくような形での整備ということで、そ

ういう理由をもって恒久的な大きな建造物みたいなものはやめておきましょうということだったわ

けです。そんな中で、今後そういった利用方法につきましては十分また検討していただける余地も

あろうかと思いますし、桟橋につきましても現状のまま置いておく計画になっております。そうい

ったところから、そういったご要望についても十分検討させていただける内容でございますし、当

然、皆さんのご意見も賜りながら検討を進めていかなければならないというふうに考えております。

○議長（宮下愿吾君） ほかに質疑ありませんか。９番、大谷功君。

○９番（大谷 功君） ７２、７３ページの３款民生費 ２項児童福祉費 １目児童福祉総務費の

放課後児童健全育成事業なんですが、保護者の間でもこういう事業が必要なんだろうなということ

は以前からずっと言われてきたことでありまして、大変喜んでおるところなんですけれども、これ

は年間を通じて放課後、それから夏休み、それと１年生から４年生というふうに説明があったと思

うんですけれども、１年生から４年生という限定をつけると、ただでさえ集落内の子供が少ないの

に、放課後、かえって集落内で遊ぶ子供を奪うことになるんではないのかなという懸念があるんで

す。例えば、これはだから１年から６年みんなだというようなことにならん、検討されたのかなと

いうふうにお聞かせ願いたいのと、夏休みは若干ふえるような予想人数をされておりますが、夏休

みはここらはなぜふえるのか、そこら辺についてもお聞かせ願いたいと思います。

○議長（宮下愿吾君） 芦原課長。

○住民生活課長（芦原 誠君） 対象児の関係ですが、１年生から４年生までにしていることにつ

きましては、大概、全国的にも１年から３年までを対象として取り組んでいるところが多いところ

でございますが、伊根町の場合には生徒数も少ないということから４年生まで範囲を広げました。

５年生、６年生につきましては、もう自分で遊ぶことができるだろうというようなことから、全国

的にも実施されておらないようですが、うちのほうも５、６年生につきましては対象から外すとい

うことにさせていただきました。
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それから、夏休みにつきましては、事前にニーズ調査をさせていただきました。そういたしまし

たところが、そういった利用があったということでご理解いただきたいと思います。

○議長（宮下愿吾君） ９番、大谷功君。

○９番（大谷 功君） ５年生、６年生が自立して自分で遊ぶことができるということなんですが、

ひとり遊びしてもこれはしようがないんですね。多分そうなるとテレビ見るかゲームするかしかな

いんじゃないかなと思うんです。だから、これはもうちょっと検討していただくことがありがたい

かなと思います。

○議長（宮下愿吾君） 芦原課長。

○住民生活課長（芦原 誠君） その辺のところにつきましては、また今後その辺の希望なんかを

とらせていただきまして検討させていただきたいと思います。

○議長（宮下愿吾君） ほかに質疑ありませんか。６番、松山義宗君。

○６番（松山義宗君） ただいまの関連質問なんですが、この対象者というのを１年生から４年生

ではなくて、もっと小さな乳幼児を入れる、乳幼児といいますか、小学校に上がる前の子供を入れ

ていただいて、地域ぐるみで運営していくというふうな考え方はお持ちなのかどうなのかというこ

とをちょっとお聞きします。

○議長（宮下愿吾君） 芦原課長。

○住民生活課長（芦原 誠君） 就学前の子供さんにつきましては保育所がございますので、そち

らのほうで子供さんを預かっておりますので、一応対象からは外しております。

○議長（宮下愿吾君） １番、和田義清君。

○１番（和田義清君） すみません、同じ放課後児童クラブについての質問なんですけれども、ス

タッフのほうは、なかなか人集めのほうは苦労するという現状がありますので、予定のスタッフの

募集の関係でちょっとおくれるかもしれないというご答弁を前回、私、一般質問のときにお答えい

ただいたんですけれども、現状どのような形でその人員募集のほうはなっておるのかという１点と、

夏休み等入ると学生のボランティアとかでも対応はできるんじゃないかなというふうに、スタッフ

の不足はその辺で補えるんかなと思うんですけれども、１つお伺いしたいのが、何かそういう資格

がないとこの辺のスタッフとしてなれるのかなれないのかという、その２点をお聞きしたいんです

けれども。

○議長（宮下愿吾君） 芦原課長。

○住民生活課長（芦原 誠君） スタッフの募集の関係ですが、一応、夏休み前に７月ごろにスタ

ートしたいと考えておりますので、これから募集を図りたいと考えております。

それから、資格の関係につきましては、資格は別段必要ないということのようですので、できる

だけそういった教員の資格だとか、それから保育士の資格だとか、そういった資格を持った方が望

ましいですが、資格を持っていなかってもスタッフとしては入れるようなことのようですので、一

応その辺のところも含めまして、学生さんもありますので、そういうところも今後、スタッフの募

集につきましては広報等で頑張っていきたいと思っております。

○議長（宮下愿吾君） ほかに質疑ありませんか。２番、上辻亨君。

○２番（上辻 亨君） ４３ページの結婚・恋愛アプローチ支援事業ということで、昨年は１年間

されなかった、それで今年度はやるということで、事前のセミナーを開くといっておっしゃられて

いましたが、どのようなことを計画されておられるんでしょうか。

○議長（宮下愿吾君） 鍵主幹。

○総務課主幹（鍵 良平君） ２２年度に実施させていただきました経験をもとに、当方の担当者

が創意工夫を凝らした中で、席かえですとか話をしやすい状況をつくるというような形を持ってい

っておりましたんですが、なかなかそういった中でも男性のほうから積極的に声をかける、あるい

は申し込みをしていただく町内在住の男性がなかなか締め切りぎりぎりまで定員に満たないような

状況、こういったあたりを勘案しまして、そういった結婚に向けての積極性ですとか、実際に女性

に話しかけるときのマナーですとか、そういったものを、こういった民間事業者でやっておられる

ところはそういったあたりのノウハウをお持ちということをお伺いさせていただいております。そ

ういったあたりの内容を事前に町内男性に向けてセミナーという形でノウハウを身につけていただ
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いた上で、婚活パーティー等に臨んでいただくというようなイメージで考えております。

○議長（宮下愿吾君） ほかに質疑ありませんか。８番、泉敏夫君。

○８番（泉 敏夫君） 同じページの地方バス路線の分ですが、今回４００円で宮津まで行けると

いうことで大変いい事業ではないかなというようには思っておりますが、これは伊根発で４００円

でしたか、それとも各地区の丹海のバスのところからが４００円なのか、それとまた切符につきま

してはどういう、どこでもらってバスの中で渡すというのか、どういう方向でどういうような方策

をとっていく、今後もう決まっておったら、その辺を教えていただきたいなと思うんですけれども。

○議長（宮下愿吾君） 鍵主幹。

○総務課主幹（鍵 良平君） 現在、ここ当初予算に計上させていただいております５０４万

４，０００円につきましては、丹後海陸交通に対する支援策の一つでございまして、ただいまご質

問にありました低額料金バスにつきましては、当初予算の中でも町長の施政方針演説の中でも触れ

させていただいておりますが、ただいまはそれに向けての検討調整中ということでございまして、

今、具体的に当初予算には計上させてはいただいておりません。

それもちょっと含んでいただいてお聞きいただきたいんですけれども、これは丹後海陸交通と指

導機関であります京都府等も含めた中での１市２町での取り組みの中で、この丹後地域、宮津・与

謝地域を２つのブロックに分けまして、与謝の海病院のところで一たん区切りをつけて、そこより

北側のブロック、与謝の海病院よりも南側のブロック、ここの範囲内で乗りおりをしていただく場

合はそれぞれ２００円と、このブロックをまたぐ場合は両方の料金で４００円という考え方でござ

います。ですから、蒲入で乗っていただいて与謝の海病院でおりても２００円、平田で乗っていた

だいて与謝の海病院でおりても２００円、同じように蒲入から宮津の駅まで行きますと４００円で

すし、府中から宮津の駅まで行きましてもブロックをまたぎますので４００円という、こういった

イメージの事業でございます。

ただ、現在のところ、まだ当初予算に計上させていただいておりませんので、当然これは実施に

向けては、今後の補正予算でこの議会の皆さんのご審議をいただかなければならない案件でござい

ます。そういったあたりを含んでいただいて、ご理解、ご協力等が賜れたらというふうに考えてお

ります。

また、具体的な方法につきましては、現在、町営バスの１５０円化をさせていただいております。

これと同様の方法で乗車補助券を住民の皆さん、伊根町民の皆さんにお配りして、それを整理券と

一緒に出していただいて、どこから乗ってどこでおりたかがわかる形にしていただいて、実際に料

金箱に入れていただくときは２００円か４００円を入れていただくと。丹後海陸交通からその乗車

補助券の内容に従って町のほうに請求をしていただくということで整理するという考え方で現在、

調整を行っておるところでございます。

なおまた、地域公共交通会議におきましては、この考え方は一定説明させていただいて、実施の

方向に向けて精力的に進めるということで合意をいただいておりますし、国ですね、国土交通省近

畿運輸局のほうからも方法論については問題ないというふうにご指導をいただいておるところでご

ざいます。

○議長（宮下愿吾君） ８番、泉敏夫君。

○８番（泉 敏夫君） そしたら、高校生の通学についても、ほな４００円でいいというんか、ど

う言うたらいいのかわからんですけれども、そういう格好でいけるということなんですか。

○議長（宮下愿吾君） 鍵主幹。

○総務課主幹（鍵 良平君） 高校生が例えば蒲入地区に在住で宮津高等学校へバスによって通学

しておるという想定をしますと、４００円相当の運賃の通学定期券を購入していただくということ

になります。現在でしたら１，２００円、１，３００円前後の定期券の料金計算になっております

が、それを４００円の運賃相当の通学定期券の計算をしていただくということになります。ですが、

定期券の計算方法は多少複雑でございまして、１，２００円が４００円になるから定期代が一気に

そのまま３分の１になるかというと、そこまではどうも落ちないようでございますが、半分以下に

なる見込みではございます。これが実現が可能になりますのが今のところ１０月ごろの見込みとい

うことでございますので、ことし前半分につきましては従来どおりのような形の通学支援策として、
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後ほどまたご質疑の対象になると思いますが、教育費のほうでの通学支援も今年度前半は継続して

実施をさせていただくということで考えております。

○議長（宮下愿吾君） ５番、佐戸仁志君。

○５番（佐戸仁志君） 今の関連なんですが、１０月以降は高校生の通学援助がなしになるという

ような話だったと思われるんですが、子供さんによっては、宮津の奥さんの親元から通っておられ

る方でも今援助はされていますよね。それから自家用車で送り迎えする方についても援助されてい

ると思うんですが、例えば福知山高校へ通学されている方もおられます。親が朝早くに、バスがあ

りませんので宮津駅まで乗せて行っているというような方もございますが、バスの料金が下がるの

で援助をやめるというのは、ちょっと困る方もおられると思うんですが、その辺についてはどうい

う考えで行われるんでしょうか。

○議長（宮下愿吾君） 鍵主幹。

○総務課主幹（鍵 良平君） 例えばご親戚に下宿しておられる方につきましては、これはまた教

育委員会のほうでの本来、答弁になるかと思いますが、下宿補助も現在、制度としてございまして、

こちらにつきましては別に考える必要があるんだろうなというふうに思っております。

ただ、もう１点、親御さんが送迎しておられる場合についてはということについては、現在、通

学に係ります経費、バスの定期代が非常に高いというところの対策としての通学補助制度というこ

とでございますので、バス料金が非常にもう安くなるということに関しては、そこの部分で一定の

整理が必要かなというふうに考えておりまして、現時点では、バスの料金が下がった段階での通学

費補助については一定整理の必要があるというふうに考えております。ですから、今年度の後半、

低額料金化が可能となった暁には、バスの通学費補助については縮減または廃止の方向での検討が

必要かなと考えております。

○議長（宮下愿吾君） ５番、佐戸仁志君。

○５番（佐戸仁志君） そうなると、通学できるバスがない、帰りの乗って帰れるバスがないとい

うような高校生に対して、今はどんな状況でも援助するということになっていますけれども、バス

が安くなるということですからなくなるということは、何か高校生の就学に対して平等でないとい

うか、できたら援助してあげてほしいと思うんですが、どうでしょうか。

○議長（宮下愿吾君） 鍵主幹。

○総務課主幹（鍵 良平君） 現段階で直ちにただいまの佐戸議員のご質問に対しての答えをちょ

っと申し上げかねますので、検討課題として承らせていただいて今後の課題とさせていただきたい

と思いますので、よろしくお願いいたします。

○議長（宮下愿吾君） 休憩。

（「休憩お願いします」の声あり）

○議長（宮下愿吾君） ちょっと暫時休憩いたします。１５分ほど。１１時の再開にしたいと思い

ますのでよろしくお願いいたします。

休憩 １０時４５分

再開 １１時００分

○議長（宮下愿吾君） 再開をいたします。休憩前に引き続き会議を開きます。

１款議会費から４款衛生費までの質疑を続行いたします。７番、三野三千彦君。

○７番（三野三千彦君） ７１ページの後期高齢者医療療養費等負担金でございますが、去年から

見ると１００万ほど負担金が少ないようですが、この分については、後期高齢者等々の医療費もか

なり上がっておるようでございますし、これについては人が少ななったさかいにこうなっているの

か、原因が何なのか、ちょっとお知らせ願いたいというふうに思いますが。

○議長（宮下愿吾君） 芦原課長。

○住民生活課長（芦原 誠君） すみません、この負担金の関係ですが、広域連合のほうからの通

知に基づきまして計上させてもらっておるものでございますが、広域連合のほうでは、療養給付費

を伸び率４．１％増に見込んだ計算となっておるようです。

○議長（宮下愿吾君） よろしいですか。７番、三野三千彦君。

○７番（三野三千彦君） 今、伊根町内には後期高齢者の医療、何人ほどおるかわかりませんか。
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○議長（宮下愿吾君） 芦原課長。

○住民生活課長（芦原 誠君） ちょっと今、現在の正確な数字はわかりませんが、７００人ほど

の対象者となっております。

○議長（宮下愿吾君） ほかに質疑ありませんか。２番、上辻亨君。

○２番（上辻 亨君） ６９ページの高齢者等住宅除雪費補助金、これ２０世帯を対象に２万円と

いうことで、本年度もすごい雪だったということで、ことしの利用状況といいますか、どのような

状況だったのか教えてほしいです。

○議長（宮下愿吾君） 芦原課長。

○住民生活課長（芦原 誠君） 現在聞かせていただいておるので、５件ほどケースとして上がっ

てきておるように聞いております。また今後申請が上がってくるかもわかりません。

○議長（宮下愿吾君） ２番、上辻亨君。

○２番（上辻 亨君） 町のほうにこうやって言ってこられる場合もあるんですけれども、我々の

区でも雪ですごく困っておる、町でやってもらわなくても区で機械を持ってすかしてあげたりして

はおるんですけれども、そういったところの補助にはこれは該当しないのでしょうか。

○議長（宮下愿吾君） 芦原課長。

○住民生活課長（芦原 誠君） 現在この要綱では、個人さんのそうした除雪を行われた経費に対

しての支援をするという要綱になっておりますので、区のほうで対応されたことにつきましては、

ちょっと今後検討させていただきたいと思っています。あくまでもこの補助金は個人さんに対して

の支援でございます。

○議長（宮下愿吾君） ３番、濱野茂樹君。

○３番（濱野茂樹君） ６９ページの高齢化対策推進事業についてお伺いいたします。

買い物支援事業を今年度正式に実施されるということでございますが、私、思いますに、ＪＡさ

んのほうに行かれてＪＡで買い物をされる。そこにすべての商品がそろっているからそこに行かれ

るわけなんでしょうが、伊根町にはなかなかそれではお金が落ちにくいというふうに思うんです。

そこで、例えば、伊根町の野菜等を役場マルシェ等で販売されている方々がそこへ行って販売され

るようなＪＡさんとの折衝をするとか、伊根町にお金が落ちる仕組みを考えていくべきではないか

なというふうに思うんですが、そのあたりどのようにお考えでございますでしょうか。

○議長（宮下愿吾君） 芦原課長。

○住民生活課長（芦原 誠君） この買い物支援事業でありますが、今、それこそスタートしたと

ころでございまして、その辺の状況も今後聞かせていただきまして、今後の事業内容を検討してま

いりたいと考えております。

○議長（宮下愿吾君） ３番、濱野茂樹君。

○３番（濱野茂樹君） 私、観光業に携わっておりまして、例えば、バスをドライブインとかそう

いったところに連れていくとキックバックをしていただけるんですね。例えば、農協さんのほうに

町のほうへキックバックというような仕組みをお願いすべきなんではないかなというふうにも思う

んですが、いかがでしょうか。

○議長（宮下愿吾君） 芦原課長。

○住民生活課長（芦原 誠君） その辺のところにつきましても、ちょっと今後検討させていただ

きたいと思います。

○議長（宮下愿吾君） 吉本町長。

○町長（吉本秀樹君） 濱野議員さんはそういう商売をされておって、いろいろと観光関係、キッ

クバックというようなのは常識的なものでございましょうけれども、町といたしましては、町の政

策を打って、それに対する見返りを求めるようなことはちょっと考えにくいと思いますね。

○議長（宮下愿吾君） ３番、濱野茂樹君。

○３番（濱野茂樹君） 私が言いたいのは、例えば、住民さんがそこで買い物をされた場合に、逆

にそのバスに乗って来られた方については５％引くであるとか、そういった施策をお願いすべきで

はないかというふうに言ったものでございますので、ぜひご検討をお願いしたいと思います。

○議長（宮下愿吾君） 吉本町長。
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○町長（吉本秀樹君） そういうようなことでしたらね。キックバックというようなそういう言葉

となるとちょっとなじまんものですからね、そのように頑張らせてもらいます。

○議長（宮下愿吾君） ほかに質疑ございませんか。５番、佐戸仁志君。

○５番（佐戸仁志君） ９１ページの埋立処分場建設事業なんですが、調査、測量、設計計画策定

で４，３００万今回予算が上げられていますが、現在の処分場にどのぐらいの量を既に入れられた

のか、何年間かかっていっぱいになったのか、費用は現在までどのぐらいかかったのか、ざっとで

よろしいんでちょっと教えていただきたいと思います。

○議長（宮下愿吾君） 上山主幹。

○住民生活課主幹（上山富夫君） 現在の埋立処分場のボリュームについてでございますが、現在

の埋立処分場は平成１２年から埋め立てを開始しまして、予定では１５年間という計画で埋め立て

を進めてまいりました。よって、平成２７年度に一定の埋め立てが完了するという予定になってお

りますが、現段階では、次期処分場、平成２８年度から供用開始という予定にしております。それ

を割り返していただいたらと思うんですけれども、今、ほぼ計画どおりの埋め立てボリュームで埋

め立てというんですか、処分が進んでおります。埋め立てボリューム全体では１万㎥の埋め立てボ

リューム、容量になっておるんですけれども、それがちょうどほぼ１５年間で埋め立てが進んでお

るという状況だというふうに考えております。

それから、今までどれだけかかったかという経費でございますが、建設経費からたくさんの維持

管理経費もかかっておりますので、今までの累計額につきましては、現在ちょっと把握をしており

ませんので、後刻、わかる部分についてはご報告をさせていただきたいというふうに思いますので、

ご了承いただきたいと思います。

○議長（宮下愿吾君） ほかに質疑ありませんか。５番、佐戸仁志君。

○５番（佐戸仁志君） 先ほど町長にも休憩中にお話ししておったんですが、民間でいきますと立

米当たり８，０００円ぐらいですか。一般の民間の不燃物処理をしてもらうのに立米８，０００円

ぐらい。立米当たりの費用で言いますと、相当な金額が埋立処分場をつくるのにかかります。埋め

終わった後でも維持管理でずっとスイシツをやっていかんなんと思うんですが、町としてこの埋立

処分場を持たなければいけないのか、民間に完全に移行した場合はどうなのか、その辺をちょっと

お聞かせ願いたいと思います。

○議長（宮下愿吾君） 上山主幹。

○住民生活課主幹（上山富夫君） 原則的には、この廃棄物につきましては町がもちろん処分しな

ければならないというふうに法で定められておりますので、原則、町がすべきものだというふうに

考えております。ただ、佐戸議員おっしゃいますとおり、民間の事業者に各それぞれの自治体が処

理をお願いしているという事例もあるように聞いております。しかし、民間の事業者に処理をお任

せしてしまう、すべてお任せしてしまうという分につきましては、もし仮にその民間の事業者に何

らかの状況があってその処理を任せられなくなった場合のリスクが担保できないことなどから、な

かなかその取り組みが全国的に広がっていないという部分が事実でございます。

今回は新規の処分場の建設ということで伊根町のほう進めさせていただいておりますが、そのあ

たりも十分加味しながら、もしそれが担保できる部分ができてくるようなことがありましたら、そ

の時点ではまた考え方も十分な検討が必要かなと思いますが、１つには自治体が処分をすべきもの

だということ、またもう１点は、もし仮に処分を委託した場合に、そこのリスクはどこまで背負え

るのかという部分を十分今後も検証を続けていかなければならないというふうに考えております。

○議長（宮下愿吾君） ５番、佐戸仁志君。

○５番（佐戸仁志君） 私の薄い記憶ですが、今の埋立処分場ができたころ、かわらとかコンクリ

ート片なんかも、とりあえず何でもかんでも引き取っておったような記憶がございます。ああいう

ことをすると、あっという間に埋まってしまいますので、次からはそんなことはないと思いますが、

ごみによってはお金になるごみも現在ございます。その辺の分別さえできれば、２年でも３年でも

処分場の埋め立てが終わるというようなことが延ばせると思うんですが、その辺についてはどうな

んですか。

○議長（宮下愿吾君） 上山主幹。
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○住民生活課主幹（上山富夫君） 佐戸議員のご質問のとおり、当初、大分前だろうと思いますけ

れども、かわらやらコンクリート殻というようなものも入れておったことがあったというようなこ

とは、私も、実際には目にしておりませんが、聞いたりもしております。ただ、現在につきまして

は、もちろん産業廃棄物としての一定の処理をしていただくべきものですので、そのあたりについ

ては今の埋立処分場には厳重に、入れていただくようなことはしておりません。

また、ごみの中にはお金になるものもというご指摘ですけれども、もちろん、例えば金属類です

とか一定の部分につきましては、住民さんから出たごみにつきましても一定、投入する前にはでき

る範囲で鉄類等を分別させていただいて、伊根町のほうでそれを換価して伊根町の収入にというシ

ステムというんですか、仕組みづくりも行っております。それも今後もさらに充実をしていけば、

より量も減って換価もできるということですので、そのあたりについてはさらに追求をしていきた

いというふうには考えております。

○議長（宮下愿吾君） ほかに質疑ありませんか。２番、上辻亨君。

○２番（上辻 亨君） 今の少し関連になるとは思うんですけれども、今、震災に遭われて、昨年

の震災でテレビ、新聞等で瓦れき等の話があるわけなんですが、そこへ被災地の瓦れきの取り扱い

としてどういうふうに町として考えられておられるのか、ちょっとお願いします。

○議長（宮下愿吾君） 上山主幹。

○住民生活課主幹（上山富夫君） 関連でということで、震災ごみの取り扱いということでござい

ますが、実は昨年の４月の段階で、皆さんご承知のことだろうと思いますが、一たん伊根町のほう

は、新聞報道もされましたように、安全が確認されるという部分であれば伊根町も一定の部分を、

ボリュームは少ないけれども引き受けさせてもらうということを回答させていただいたことは新聞

でも報道されたところでございます。

ただ、それ以降、全国的には震災ごみの安全性なり、放射能の汚染の問題等がございまして、一

定大きな世論の反響もありまして、伊根町にもたくさんの伊根町外の方からも多くの苦言というん

ですか、苦情めいたご意見もいただいたところでございます。

そういった背景もありまして、国のほうから、さらに昨年の秋ですが、再度そこの各自治体への

対応の状況の調査がございまして、その段階では、国のほうの安全性の確保の件も十分な部分が明

確にされておりませんでしたので、一たんは現状ではお引き受けできませんということで回答させ

ていただいたところでございます。

また、最近になりまして、この間の舞鶴市のほうでもございましたように、震災ごみの受け入れ

の部分がまたクローズアップをされてきております。伊根町といたしましても、京都府なりに対し

まして十分な安全が確保できればという部分はお話をさせていただいておりますが、まだ伊根町だ

けでそこの安全性を、どこまでであれば安全だということを明言するところまで、伊根町小さな町

でして勉強もできておりませんので、そのあたりは京都府とも十分な協議をいただきながら、安全

であるという部分がもし確証できるんであれば、近隣自治体とも調整をとりながら伊根町としての

方針を定めていきたいというふうに考えております。

町といたしましては、町長のほうからも、伊根町はこういった災害時には今まで過去に２回の大

きな油事故によって全国各地から大きな支援も受けておるということで、そういったこともあり、

全国の問題をよそごとじゃなしに伊根町でもできることは応援をしていこうという町長の思いもあ

りますので、できる限りの応援はしたいと思いますが、ただ、例えば、伊根町に来るまでのルート

にある自治体にも影響があるんじゃないかというような苦言めいたこともお話をいただいています

ので、そういうことも含めて、十分な安全性の確保の上で対応を考えていきたいというふうに考え

ております。

以上です。

○議長（宮下愿吾君） ほかに質疑ありませんか。３番、濱野茂樹君。

○３番（濱野茂樹君） 保健活動におきましては、保健師さんというものが非常に重要視されてい

るわけではございますが、数字上なかなか示せないとは思うんですが、保健師さんは大体どのぐら

い１日のうち住民さんと接せられて、机上での事務はどのぐらいされているのかあたりがわかれば

お聞かせいただきたいなと思います。
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○議長（宮下愿吾君） 上山主幹。

○住民生活課主幹（上山富夫君） 大変難しいご質問かなというふうに思いますが、保健師の活動

につきましては、保健師が住民と接する時間といいますと、もちろん保健センターでお集まりいた

だいて各種の運動なり各種の教室をする時間は、それはすぐにカウントができると思います。さら

には、各家庭訪問をして、例えばお子様ですとか高齢者の健康相談等を受けるときの時間、それも

カウントができると思います。ただ、住民との直接接するということは、お会いするだけじゃなし

に、やっぱり電話での相談やらを受ける時間もすごい大きなウエートを占めておりまして、極端な

話が、私が保健センターのほうへ電話をしてもずっと電話中でなかなか電話がつながらないという

ような事情があるほど、保健師が住民と長い間ご相談なりに乗って、それの対処の方法等を指導も

させていただいておるような事例もございますので、一概にどれぐらいが住民と接する時間で、ど

れだけが机上の上で事務をとっておる時間だということがなかなかちょっと割合とか申し上げにく

いと思いますが、これからも、今まで保健師にもそういったものがどれぐらいの割合であるのかと

いうことも聞いてもおりませんので、今後調べられる範囲でちょっとそんなことも視野に入れなが

ら業務に努めてまいりたいと思いますので、ご了承いただきたいと思います。

○議長（宮下愿吾君） ３番、濱野茂樹君。

○３番（濱野茂樹君） ありがとうございます。私が言いたいのは、事務に携わる時間が長くなり

過ぎて住民さんと接する時間が短くなっているんではないかという懸念でございます。できました

ら、人事につきましては議会の事項ではございませんけれども、事務職員を配置いただいて、保健

師さんには保健活動に従事を今まで以上にしていただきたいというふうに思いまして、私の意見と

させていただきます。

○議長（宮下愿吾君） ほかに質疑ありませんか。質疑がないようでありますが、１款議会費から

４款衛生費までの質疑を終わりたいと思いますが、ご異議ございませんか。

（「異議なし」の声あり）

○議長（宮下愿吾君） 異議なしと認めます。

それでは、次に一般会計歳出、５款労働費から８款土木費までを対象として質疑を行います。質

疑はありませんか。１番、和田義清君。

○１番（和田義清君） 労働費の９３ページの重点分野雇用創出事業のほうなんですけれども、約

７名を予定されておりまして、それの内訳をこの間説明会のほうでしていただきました。その中で、

情報整備のほうにかかわるもので１名の雇用というふうにお伺いしているんですけれども、この情

報整備というのはどの辺の業務の内容でこの１名を雇用されるのか、その業務内容のほうがわかり

ましたらもう少し詳しく教えていただきたいんですけれども。

○議長（宮下愿吾君） 鍵主幹。

○総務課主幹（鍵 良平君） ただいま和田議員にご質問いただきました情報整理と申しますのは、

現在想定しております業務は、過去に発行されました町の広報紙、広報伊根でございますが、これ

のデジタルアーカイブ化を検討しております。デジタル化することによって、過去の広報やなんか

も町民の皆さんに簡単に接し検索していただけるような、こういったものの構築を検討しておりま

す。

○議長（宮下愿吾君） ほかに質疑ありませんか。３番、濱野茂樹君。

○３番（濱野茂樹君） ９７ページの共に育む「命の里」事業についてお伺いいたします。

昨日の説明会におきましては、規格外野菜等を用いた堆肥の製造による、環境に優しい、ある意

味のリサイクル事業だというふうなことでご説明を受けました。非常にすばらしい仕組みであると

いうふうに思っております。この事業主体となる法人は、堆肥を販売するわけですから、当然法人

税の対象となるのではないかと思っております。対象となる場合、適切な申告指導をお願いしたく

思います。意見でございます。

○議長（宮下愿吾君） 何か見解はないんですか。

（「意見ですので」の声あり）

○議長（宮下愿吾君） 意見ですか。しかし、それについての見解は。ないですか。いいですか、

はい。
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ほかに質疑はございませんか。２番、上辻亨君。

○２番（上辻 亨君） １１３ページの舟屋の里公園管理運営業務ということで、本年度、遊歩道

の修繕工事６０ｍと仮設トイレの設置ということを５基、これは女子トイレの設置と言われており

ましたが、新たにまた設けられるのでしょうか。大きくふやされるのでしょうか。今あるものを修

繕されるのでしょうか。

○議長（宮下愿吾君） 泉課長。

○地域整備課長（泉 良悟君） 上辻議員のご質問でございますけれども、ピーク時におきまして

女子トイレ等が非常に列をつくるというような状況になっておりまして、公園側のほうから仮設ト

イレの設置の要請を受けました。そういう意味で、仮設トイレを５基分導入いたしまして、影響の

ない場所を選定いたしまして、そこでそういったピーク時の回避をしていくということで今回導入

するものでございます。

○議長（宮下愿吾君） ほかに質疑ありませんか。８番、泉敏夫君。

○８番（泉 敏夫君） １０５ページの原木魚礁についてちょっとお尋ねをしたいと思います。

ことしはこうして事業計画に上げていただいて事業を進めていただいておるんですが、ちょっと

話に聞きますと、来年から府のほうの予算がなくなって、事業が削られるんじゃないかというよう

なことをモーター組合のほうからも聞かせていただいておりまして、これらについて、この事業が

本当にもう原木魚礁というのをなくされるのかどうかというのを、町としての考え方をちょっとお

聞かせ願いたいと思います。

○議長（宮下愿吾君） 泉課長。

○地域整備課長（泉 良悟君） 泉議員のご質問でございますけれども、原木魚礁の京都府からの

補助金が削減をされました。これは京都府の財政課の査定によりまして、効果等、そういった継続

事業としてかなり長い年数やってきておるということから、京都府も全体事業の見直しをされてお

ります。そういう中で、今回、原木魚礁についても削減の一つの事業として取り上げられたという

ふうな経過を聞いております。

今回、町のほうに聞かせていただきましたのは、予算編成が終了してから８０万円に削減という

ことをお聞きしましたので、これまた唐突な話でございますので、当然モーター組合さんのほうに

もその辺はお伝えをさせていただいて、その中でモーター組合さんのほうの唯一の要望事項でござ

いますので、町の上積みをしてでも３５０万は確保したいということで、今回も新年度予算で例年

どおりの予算を計上させていただいておるところでございます。

今後につきましては、十分モーター組合さんとの協議を重ねまして検討をしていきたいというふ

うに考えておりまして、現在のところ、縮減、あるいは現状、そういったものについては今後の協

議ということでお願いをしたいというふうに思っております。

○議長（宮下愿吾君） ８番、泉敏夫君。

○８番（泉 敏夫君） わかりました。魚礁でやっておられるところで例えば釣りをするのと、何

もないところで釣りをするということでは、魚礁の近くでアマダイなりグジ等もよく釣れるという

ことを聞かせていただいておりますので、今後もできる限り継続事業としてお願いしたいというこ

とで、答弁はよろしいです。

○議長（宮下愿吾君） ほかに質疑はありませんか。７番、三野三千彦君。

○７番（三野三千彦君） ちょっと関連なんですけれども、今年、去年と同じ金額３５０万円とい

う金額で原木魚礁をされるんですが、農業のほうから見ると、ぐっと漁業振興に使っておる金が少

ないんで、漁業については伊根町においては一番大きい産業でもございますんで、その辺もしっか

り考えて、今後とも事業等がなくならないようにお願いをしたいというふうに思います。

○議長（宮下愿吾君） 泉課長。

○地域整備課長（泉 良悟君） 水産関係予算につきましては、今回のような原木魚礁、あるいは

既に予算化させていただいております種苗放流、そういった沿岸漁業といいますか、磯根漁業を中

心とした施策というものが中心になってきております。これ、関係漁業団体との懇談会も開催をさ

せていただいた中で、何か要求すべき内容がないでしょうかという問い合わせをさせていただいた

ところ、第一にもう原木魚礁をやってほしいという強い要望がございましたので、これについては
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できるだけ堅持をしたいという思いを持っておりますし、当然、サザエ、アワビ等の種苗放流につ

いても継続して実施をしていきたいという思いは変わっておりませんので、また今後も漁業関係団

体の方々と協議をしながら、漁業という分野を少しステップアップしていただいて、観光等も含め

た、あるいは６次産業も含めたような形の発展が何とかできないだろうかということも含めて、い

ろいろと協議をしてまいりたいと、このように考えております。

○議長（宮下愿吾君） ７番、三野三千彦君。

○７番（三野三千彦君） ちょうどこの議会が始まる前だったですか、伊根のモーター組合のほう

から、府のほうから補助をいただいていないので、どうだ、一緒に京都まで行ってもらえんだろう

かというような要望も入ってきておるんです、僕のほうへ。そういった中でございますんで、大変

少ない予算でございますんで、こっちが。頑張って伊根町でももう少しでもふやせるような、何年

たっても３５０万でいっておるようでございますんで、その辺も十分考慮に入れていただきたいと

いうふうに思います。

○議長（宮下愿吾君） ほかに質疑ありませんか。３番、濱野茂樹君。

○３番（濱野茂樹君） １１１ページの商工振興事業についてお伺いします。

クリーニング代、着つけ代とございますが、これは何の分でございますでしょうか。

○議長（宮下愿吾君） 泉課長。

○地域整備課長（泉 良悟君） 濱野議員のご質問ですが、毎年開催されておりますきものまつり

というものが橋立ホテルのほうで開催をされます。着物の着つけ、あるいはそういったものに対す

るクリーニングというものはどうしても必要ということから、皆さん着物で来られますので、やは

り自分で着つけもできる方もおれば、できない方もおりますので、その着つけ代とクリーニング代

は公費として出していきたいということで、１人分の費用を計上させていただいているところでご

ざいます。

○議長（宮下愿吾君） ３番、濱野茂樹君。

○３番（濱野茂樹君） きものまつりに参加された方の着つけ代、公費でという今、説明だと思う

んですけれども、例えば我々がきものまつりに行った場合には、そこで着つけをしていただけると

いう理解でよろしいでしょうか。それとも、そうではなくて、対象が既に決まっておるといったこ

とでございますでしょうか。

○議長（宮下愿吾君） 泉課長。

○地域整備課長（泉 良悟君） 基本的に公務として行く場合の着つけとクリーニングということ

で計上させていただいております。橋立ホテルのほうで、事前に申し込みがあれば、参加者の方々

については幾らかの費用を払ったら着つけをしてもらえるというふうな、事前申し込みがあればと

いうことも聞いてはおりますけれども、やはり伊根町のほうから行く場合はもう事前に着つけをし

ていかないと、なかなか時間もとれませんので、そういうあたりですね。一度着たら、次１年後着

るということになりますので、当然クリーニングをしていく必要があるということで計上させてい

ただいております。

○議長（宮下愿吾君） ほかに質疑ありませんか。３番、濱野茂樹君。

○３番（濱野茂樹君） そもそもこのきものまつりに参加する意義を教えていただけませんでしょ

うか。着物の普及ということであれば、私が思いますに、伊根町からどれだけの方が参加されてい

るかわかりませんが、その方々にも支援すべきではないでしょうか。

○議長（宮下愿吾君） 泉課長。

○地域整備課長（泉 良悟君） 和装関係の企業というのは伊根町には非常に少ないというのはも

うご承知のとおりだと思います。これは、丹後地域全体として、きものまつり実行委員会というも

のをつくってやっておりますので、それに参画を当然伊根町としてもしていくということでござい

ます。

（「一般人、伊根町民に対しての補助の答弁がない」の声あり）

○議長（宮下愿吾君） 泉課長。

○地域整備課長（泉 良悟君） 一般のほうの要請は現在いたしておりません。

○議長（宮下愿吾君） ３番、濱野茂樹君。
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○３番（濱野茂樹君） 今後も検討されないということでよろしいでしょうか。

○議長（宮下愿吾君） 泉課長。

○地域整備課長（泉 良悟君） 着物普及という観点をもう一度こちらのほうで精査させていただ

いて、普及をするということになれば当然それに対する支援は考えていきたいと思っております。

○議長（宮下愿吾君） ほかに質疑はありませんか。３番、濱野茂樹君。

○３番（濱野茂樹君） １１１ページの誘客対策事業に係る会場借上料、トイレについてご質問さ

せていただきます。

トイレ３件分、１件当たり月３万円とのことでございますが、単身住宅の家賃と同額でございま

す。昨年度の利用者数と、昨年実施されて案内看板等が飛び、そのまま放置されていたという実績

もございます。算定根拠と昨年実施されての検証結果をご教示願います。

○議長（宮下愿吾君） 泉課長。

○地域整備課長（泉 良悟君） トイレの借り上げの使用人数につきましては後ほど調べてご回答

させていただきます。

それと、この借上料の算定につきましては、消耗品、くみ取り代、あるいは毎日の清掃代、これ

らを勘案しまして３万円という金額を出しておりまして、くみ取りもすべてこの貸していただいた

舟屋の方々が負担をしていただくということになりますので、使われる頻度によりますけれども、

現状のところは妥当といいますか、３万円でお願いをしているというところでございます。

○議長（宮下愿吾君） ３番、濱野茂樹君。

○３番（濱野茂樹君） この誘客対策事業の会場周囲のトイレは伊根地区を対象ということだった

と思います。観光パンフレットにもトイレの掲載がない。歩いていてたまたまトイレの看板が出て

いるというような状況でございますが、また、昨年については看板が長期間飛んだままになってお

り、利用できる施設かどうかもわからなかった。このあたりについて、ことしについてはどのよう

な対応を考えておられるかお聞かせ願います。

○議長（宮下愿吾君） 泉課長。

○地域整備課長（泉 良悟君） 看板の問題でございますが、しっかりとした看板を作成するのが

おくれておりまして、今回、しっかりとしたコンクリートで３０㎝ぐらいの土台、バス停みたいな

形のものですけれども、高さもそんなに高くない、景観に配慮した形のトイレの表示を現在作成中

でございまして、そのものについては今後しっかりと場所についてはお示しができるのかなという

ふうに思っております。

○議長（宮下愿吾君） ３番、濱野茂樹君。

○３番（濱野茂樹君） 看板をつくられておられるということは、２３年度予算でつくられておら

れるという理解でよろしいですよね。２４年度には看板製作料は含まれておりませんので、そうい

った理解でよろしかったでしょうか。

○議長（宮下愿吾君） 泉課長。

○地域整備課長（泉 良悟君） はい、そのとおりでございます。

○議長（宮下愿吾君） ほかに質疑はありませんか。７番、三野三千彦君。

○７番（三野三千彦君） ９７ページの野菜等価格安定対策についてお聞きをいたします。

去年から見ますとかなりの金額が上積みされておりますが、この分については水菜、九条ネギを

対象かなというふうに思っておりますし、また、町のほうからも１６分の３ほど出ておるようでご

ざいますが、この野菜の価格が安くなったらどこかへ金が、個人かそこかで回っていくのか、どう

いうふうな対応をされておるのかお聞きしたいというふうに思いますが。

○議長（宮下愿吾君） 泉課長。

○地域整備課長（泉 良悟君） 三野議員さんのご質問でございますが、本事業につきましては、

価格安定協会というところがございまして、この補てん額につきましては、一定定められた額を下

回った場合に所得補償として補てんされるということで、今ご質問の趣旨でございます。このもの

につきましては、あらかじめ農家の方々が、京野菜のブランド野菜でございますが、このブランド

野菜の作付の計画をあらかじめ出す必要がございます。出して、収穫されて、その収穫された後に

出荷をした価格が下がった場合、それについて補てんを 京都府等がこの補て
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ん額を拠出しておるというものでございます。

○議長（宮下愿吾君） ほかに質疑ありませんか。１番、和田義清君。

○１番（和田義清君） 土木費、４項住宅費の１２３ページのところなんですが、町営住宅建設事

業で７，９００万上げておられます。説明会のときにもちょっと質問をさせていただいたんですけ

れども、私も１０年ほど本庄宇治住宅のほうにお世話になっておったんですけれども、家賃の算定

というのが、かかった費用と住宅の耐用年数を割った額を基本にして家賃のほうを算定するという

ふうにお聞きしております。この場合の家賃の算定方法はどのような形で考えておられるのか、そ

れをちょっとお聞かせ願いたいんですが。

○議長（宮下愿吾君） 泉課長。

○地域整備課長（泉 良悟君） 和田議員のご質問ですが、今回の建設しますものにつきましては、

予算説明でさせていただきましたが、特定公共賃貸住宅、いわゆる特公賃といわれる家賃の算定で

いきたいなというふうに考えているということでご説明をさせていただきました。まだ具体的な詰

めはできておりませんが、今後、その特公賃の家賃の考え方でいきたいというふうなことでござい

ます。

○議長（宮下愿吾君） 課長、特公賃を少し説明しなくてもいいですか。泉課長。

○地域整備課長（泉 良悟君） 特公賃につきましては、特定優良賃貸住宅の供給の促進に関する

法律というものがございまして、そこの法律の中で建設された、所得が高い方、こういう方々が入

居される場合の住宅ということで、公営住宅の場合につきましては、所得が低い方々の困窮するこ

との解消をするために公営住宅というものが、公営住宅法が制定されておりますので、本来、所得

が低い方々に対して住宅を安定供給していくというのが一つの形となっておりますけれども、特公

賃につきましては、所得がふえていった方々の高い所得階層に適用される住宅ということでご理解

をいただいたらと思っております。

○議長（宮下愿吾君） １番、和田義清君。

○１番（和田義清君） ご答弁ありがとうございました。今、少し説明していただいたことを含め

て、家賃の算定は本庄宇治住宅を参考にしてというふうに前回の説明会でおっしゃられたのは、今

の部分も含めてというご理解でよろしいんですね。

（「はい」の声あり）

○議長（宮下愿吾君） ほかに質疑はありませんか。３番、濱野茂樹君。

○３番（濱野茂樹君） 関連質問でございます。町営住宅の募集がきょう現在までということで既

存住宅の募集をされておられます。これにつきまして、今現在何件の募集があり、今回の町営住宅

建設に当たりどのぐらいの利用者の需要を見込まれているのか、そのあたりお聞かせ願います。

○議長（宮下愿吾君） 泉課長。

○地域整備課長（泉 良悟君） 現在募集をかけておりますのは、単身住宅分と特公賃分がござい

ます。いずれも募集はその定員と同等で、問い合わせも申し込みも含めて来ているということで、

単身住宅のほうは既に申し込みが２件来ておりますし、特公賃のほうの住宅についても問い合わせ

が数件来ているというふうに聞いております。

○議長（宮下愿吾君） ３番、濱野茂樹君。

○３番（濱野茂樹君） 単身住宅の募集戸数は２戸ではございませんでしたよね。あと、特公賃住

宅については、きょう現在、今時点ではまだ応募がされていないという理解でよろしいですね。問

い合わせだけの段階ということでよろしいですね。単身住宅のほうもまだあきがあるという理解で

よろしいんでしょうか。

○議長（宮下愿吾君） 泉課長。

○地域整備課長（泉 良悟君） 単身住宅につきましては、あきは今ない状態です。２人が出られ

るということがもう既にはっきりしておりますので、その２件の分と、井室の新しくできます３件

分、計５件を募集をかけているところでございます。

○議長（宮下愿吾君） ３番、濱野茂樹君。

○３番（濱野茂樹君） 今現在、単身用については２人の方の申し込みがあったということですね。

５件中２人でございますね。
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○議長（宮下愿吾君） 泉課長。

○地域整備課長（泉 良悟君） はい、５件中２件ということでございます。

○議長（宮下愿吾君） ３番、濱野茂樹君。

○３番（濱野茂樹君） 今おっしゃられたように、本日が申し込み期限でございます。その中で、

今度新たに町営住宅をまた１棟３戸分を建てられる。需要と供給のバランスを本当に加味した後、

建設を計上されたのか。需要をどのぐらい見込んでおられるのかお聞かせ願います。

○議長（宮下愿吾君） 泉課長。

○地域整備課長（泉 良悟君） 需要と供給のバランスの問題でございますが、町が管理いたしま

す住宅については、公営住宅、特公賃等の住宅、全体で今５２戸を管理いたしております。伊根町

には民間の住宅が１軒もないというような状況でございます。また、いろいろとやっておりますが、

空き家バンクについても実態として利用者側のニーズが全くないというような状況もありまして、

なかなか機能していないというのが実態ではないかなというふうに思っております。

現時点での町営住宅の入居率でございますけれども、１００％ということでございます。近年の

募集状況については、１００％から３００％というような申し込みがございます。こういうような

状況の中で、当然、ご結婚をされますと世帯を分離したいという、核家族化というものが進展をす

るんではないかなというふうに思っておりまして、新たに困窮する世帯がふえてくるのかなという

ふうに考えております。そういう中で、民間の住宅もない、空き家も利活用がなかなかできないと

いうような状況の中では、当然、町が家、住宅を求めていく傾向にあるというふうに考えていると

ころでございます。

公営住宅なり特公賃につきましては、通常、世帯向けの住宅ということでございます。ただ、本

町のように条件不利地域であります過疎地域とされる地域については、この法律の中では過疎の特

例というものがありまして、単身でも入居ができるというようなことになっております。そういう

ことで、ただ、公営住宅が世帯向けに建てられているにもかかわらず、単身１人での入居というの

は、住宅の高度利用がされていないということにもツウキになっているような実態も見受けられま

す。それで果たしてその住宅の成果といいますか、住宅の効果が発揮されるんだろうかといいます

と、やはり少し問題があるかなというふうに思っておりまして、そういう意味で、平成２１年度に

日出地区に単身住宅をつくって、単身の方はそちらのほうに移っていただいて、一般の公営住宅、

特公賃の住宅、これにつきまして世帯用として充実させていきたいということでございます。

そういうようないろいろな条件もございまして、数値的にもちょっと調べておりますと、その結

果、２１年度末の公営住宅の入居率なんですが、９３．７５％でございます。この中の単身率につ

いては５３．１％でございます。うち４０歳未満が５８．８２％でございますが、平成２３年度末、

今年度末の見込みでございますが、入居率は１００％でございまして、単身率が４７％、うち

４０歳未満が３１．２５と。ということは、今まで世帯向けの住宅に入っておられた単身の方が単

身住宅に移っていったということで、単身率が減少しているということでご理解をいただきたいと

いうふうに思っております。平成２１年度の公営住宅法が改正されまして、入居可能家賃が今まで

２０万だったのが、１５万８，０００円まで引き下げがあったということでございます。というこ

とは、所得が多い世帯については公営住宅に入居することがもうできない。つまり、高い住宅のほ

うに移ってくださいよというようなことになります。

そういうような中で、今の現状でございますが、伊根町内の公営住宅の最低家賃という、失礼し

ました、状況でございますが、月額が１３万円を超える比較的若い世代でございますけれども、こ

れは３５．２９％を占めておりまして、１２件ございます。また、所得が超過した世帯でございま

すが、４１．６７％ということで５件ございます。当然、今後は超過者につきましては退去を余儀

なくされるということが予測されるところでございます。なお、本町の町営住宅の最低家賃は１万

６，５００円ぐらいから１万９，９００円というようなことで、この方々が２５件おります。また、

最高家賃の３万円につきましては１件ということで、今後超過者になりますと５年以内で近傍同種

の家賃にまで引き上げをしなくてはならないということになっておりまして、その方々を家賃の引

き上げによって公営住宅から退去していただくことを促していくというような、そういった５年間

の緩和措置がとられておるということでございます。
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したがいまして、町営住宅の中でも超過者の方々が退去を余儀なくされるということでございま

すので、現在そういう方々が１２件ございますし、単身住宅でも婚姻による退去も数件、２件か

３件ぐらいは見込まれるんじゃないかなと考えますと、１４件は高い家賃のほうに移行しなくては

ならないのかなというふうに思っております。今回の単身の若年層の婚姻でありますとか、所得が

超過した方々でありますとか、この受け皿としては、今回国土交通省が定めております公営住宅等

の整備基準というものがございまして、その５条の中には、通勤でありますとか通学、あるいは購

買とか、利便性の高い立地条件を考慮した用地を選定して建てるということが基準として示されて

おります。今の現状の町営住宅といいますのは非常に悪い立地条件のところもあると思います。既

に土砂災害のレッドゾーンに少しかかってみたりというようなことがあるわけです。今回は１４世

帯まで届いてはおりませんけれども、限られた用地の中で最大限建てられる３戸というようなこと

で今回予算を計上させていただいているというような状況でございます。

以上でございます。

○議長（宮下愿吾君） 休憩をいたしたいと思います。審議続行中ですが、午前中の会議はこれま

でとし、午後１時１０分から再開をいたしたいと思います。よろしくお願いいたします。

休憩 １２時０６分

再開 １３時０８分

○議長（宮下愿吾君） 再開をいたします。午前中に引き続き会議を開きます。

最初に、答弁保留となっていました答弁をお受けいたしたいと思います。上山主幹。

○住民生活課主幹（上山富夫君） 申しわけございません。午前中に佐戸議員からご質問がござい

ました一般廃棄物の最終処分場に係ります建設費の件でございます。

現在使用いたしております最終処分場の建設費につきましては、用地費は含んでおりませんが、

建設費用は５億８，０００万の経費を要しております。

さらに、それ以外の維持管理のコストもというお話でしたけれども、今までの分すべてちょっと

積算する時間がございませんでしたので、参考までに平成２２年度の決算書から抜粋しますと、全

体では約８００万程度の埋立処分場の管理運営費がかかっておりますけれども、そのうち、その年

には特に大きな修繕がございまして、その修繕費が４４０万かかっております。よって、通常の

１年間のここ近年のランニングコストといいますと、通常分では約３６０万の経費がかかっておる

のかなというふうに推計しております。

以上です。

○議長（宮下愿吾君） 泉課長。

○地域整備課長（泉 良悟君） それでは、午前中、答弁保留となっておりました観光関連の開放

トイレの借り上げの実績を聞き取り調査いたしておりますので、ご報告申し上げたいというふうに

思います。

８月から借り上げトイレはスタートしておりまして、３月末までの予定、約８カ月の実施でござ

いまして、シーズンとシーズンオフに分けて申し上げますと、立石のほうでの借り上げトイレにつ

きまして、これは８月から１１月まででございますが、約４００人でございます。１２月から３月

がやはり観光客が減りまして約１２０人ということで、計５２０人ということとなっております。

耳鼻の借り上げトイレのほうですが、８月から１１月ということで約４０人、１２月から３月まで

約２０人ということで、６０人ということで、耳鼻のほうにつきましては利用者数がちょっと少な

いという状況です。立石地区につきましては、散策ガイドのルートに入っております関係上、利用

者がふえているということでございまして、今後見直し等も必要というふうに考えておるところで

ございます。

続いて、２点目の町営住宅の申し込み状況でございますが、現在、本日までが提出期限というこ

とになっておりまして、単身住宅のほうでございますが、井室団地で申し込み済みが１件、日出団

地で１件、あと日出・井室２つ合わせまして、内訳はわかりませんが、問い合わせが５件というこ

とで、計７というふうになっております。また、特公賃のほうでございますが、本日申し込みがあ

るというふうに聞いておりまして、１件あります。

以上でございます。
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○議長（宮下愿吾君） それでは、次に一般会計歳出の５款労働費から８款土木費までを対象とし

て質疑を続行いたします。３番、濱野茂樹君。

○３番（濱野茂樹君） 少しお許しいただきたいんですが、４款の衛生費の中で、赤ちゃんが生ま

れた際の給付金５万円について、総務課の説明では非課税という扱いがなされるというふうなこと

でございましたが、先ほど税理士のほうに確認しましたら、これは一時所得だというふうにおっし

ゃっておりますので、どういった根拠で非課税ということを説明されたのかお聞かせいただきたい

と思います。ちょっと款が違いますが、ご説明よろしくお願いします。

○議長（宮下愿吾君） 最後にされますか、款が進んでいますから。とりあえず、あれしてくださ

い。今岡課長。

○総務課長（今岡敬雄君） 大変申しわけございません。その関係につきましては、私どもちょっ

と調査をいたしまして、また後ほど答弁をさせていただきます。

○議長（宮下愿吾君） それでは、ほかに質疑ありませんか。３番、濱野茂樹君。

○３番（濱野茂樹君） 先ほど泉課長さんのほうからトイレについて詳しいご説明いただきまして、

ありがとうございました。聞きますと、１件当たりトイレ１回の利用が耳鼻地区においては

３，５００円もかかると。これはいささか見直しの対象となるべきだと思いますので、ぜひとも見

直し、場所の選定等につきましては再検討をいただきたく思います。

住宅のほうでございますが、きょう締め切りでございますので、今からまた応募があるのだろう

という推測でございます。

この住宅を建設するに当たりまして、民間活用というあたりは考えなかったのでございますでし

ょうか。例えば、私どもの伊根町には今、民間の賃貸住宅はございません。ですが、大手の民間賃

貸住宅会社にすれば、伊根町のほうでも建設がしたいという話も耳にしております。行政が建てて

維持費が恒久的にかかるというよりは、民間にその部分を委託されてという手法も一つとしては考

えられるのではないでしょうか。ご所見をお伺いいたします。

○議長（宮下愿吾君） 泉課長。

○地域整備課長（泉 良悟君） 住宅の民間活用ということは、過去にも一度この話は出たような

記憶をちょっと私しております。民間の大東建託でありますとか、そういったところが町のほうに

進出をして、単身なり世帯向けなり、そういった住宅を建設してくれるのではないかという期待も

その当時はしておりましたけれども、マーケットがあると見込んでおりましたら、本来民間の方は

そこを土地を買ってもう既に進出しているんじゃないかなというふうに私は思っていまして、進出

をしないというのは商業ベースに乗らないのかなというふうに私は思いますので、そのあたりから

今日まで、民間活用ということについては、検討ということについてはもう困難であるだろうと、

過疎地域である以上、困難であるだろうということから、公営住宅なり特公賃、そういったもので

の手だて、あるいは今回のような単身住宅を国費によって建設する、こういった手法しかないのか

なというふうな私は見解を持っておるところでございます。

○議長（宮下愿吾君） ほかに質疑ありませんか。３番、濱野茂樹君。

○３番（濱野茂樹君） 私が先ほど民間の介入ということでお話しさせていただいたのは、そうい

った民間が最初から建てるというのではなく、民間にもう完全に業務を委託するという意味での質

問でございました。それについてご教示願います。

○議長（宮下愿吾君） 泉課長。

○地域整備課長（泉 良悟君） 現在、伊根町の公営住宅管理条例あるいは特公賃の条例で町が管

理していくということが定められておりますので、今後そういったアウトソーシングができるかで

きないか、これは住宅にかかわらず、できるものかなり町内でも検討課題があると思います。その

辺も含めまして考えていくべきだというふうに思っておりますので、今後の議論ということでご容

赦願いたいと思います。

○議長（宮下愿吾君） ほかに質疑ありませんか。３番、濱野茂樹君。

○３番（濱野茂樹君） たびたび申しわけございません。町営住宅建設事業につきましては、いつ

ごろからこの事業を２４年度で実施するという判断に至ったかというあたりをお聞かせいただきた

く思います。
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（「休憩」の声あり）

○議長（宮下愿吾君） 暫時休憩をいたします。

休憩 １３時１８分

再開 １３時２０分

○議長（宮下愿吾君） 再開をいたします。休憩前に引き続き会議を開きます。

質疑ありませんか。７番、三野三千彦君。

○７番（三野三千彦君） ちょっと関連なんですけれども、町営住宅の件なんですけれども、話を

聞いておると、長屋式、３軒が連なるということなんですが、朝妻等々の話を聞いておりますと、

結構隣からの声が聞こえるということでございまして、どこのそういう長屋関係のほうもそうなん

かなというふうな感じはしておるんですが、できれば一戸建てにというような考えは持てませんか。

○議長（宮下愿吾君） 泉課長。

○地域整備課長（泉 良悟君） 用地につきましては、もう説明させていただきましたとおり、限

られた用地の中でできるだけ確保をしたいということで、一戸にしましたらもうあとが到底死に地

になってくるということが生じますので、やはり合理的に当然一戸建てにして、世帯向けに２階建

てのものを建てるということのほうが当然定住者の確保もできますし、そういうところから、最大

限面積を生かした中での規模の決定というふうにご判断をいただきたいというふうに思っておりま

す。

○議長（宮下愿吾君） ほかに質疑ありませんか。質疑がないようでありますが、５款労働費から

８款土木費までの質疑を終わりたいと思いますが、ご異議ございませんか。

（「異議なし」の声あり）

○議長（宮下愿吾君） 異議なしと認めます。

次に、９款消防費から１４款予備費までを対象として質疑を行います。１番、和田義清君。

○１番（和田義清君） 教育費のところなんですが、１３１ページの外国青年招致事業。

現在、小・中学校のほうで外国人教師の方をお雇いになられて、小・中学校の子供に対しての英

語教育というのをなされておるわけなんですが、これの成果とか検証というのはどのような形で考

えているのか、ちょっとお伺いしたいんですが。

○議長（宮下愿吾君） 石野教育長。

○教育長（石野 渡君） 外国人ＡＥＴでございますが、１名、アメリカからやってきた女性の方

をお世話になっております。各中学校を主にやっておりまして、そして、そのあと１日ずつを小学

校でお願いしております。特に小学校は昨年から英語活動が入っております。その関係で特に充実

をさせているということがあります。

成果の検証につきましては、ペーパーでＡ４、１枚程度で各学校出していただいております。

１２月にヒアリングをしたところ、中学校については良好であると。理由は、アメリカの教員の免

許を持っているということで、教材づくり等々が大変堪能でありまして、言葉遣いも非常に丁寧に

やってくれるということでございます。小学校に至っても同じであります。向こうでは小学校２年

生の担任を２年間ほどやって、この日本にやってきたということであります。

昨年からお願いしていることなんですが、平成２４年度にその検証の結果としまして、ヒアリン

グ、要するにオールイングリッシュの答弁をしながら子供と会話をして、それを評価するというこ

とを４月以降、５年生、６年生、そして中１、中２、中３を予定してお願いするところであります。

○議長（宮下愿吾君） よろしいですか、はい。ほかに質疑ありませんか。２番、上辻亨君。

○２番（上辻 亨君） １４１ページの中学校教育振興費ということで、消耗品費、きのうもちょ

っと説明していただいたんですけれども、３３１万円というて、先生方が教科書を選定するときに、

勉強の材料としての教科書の費用だというふうに言われたと思うんですが、内訳みたいなものある

んですか。３３０万というのがどうもかなり高額だなというふうに思うんですけれども、その辺の

ことをちょっと説明いただければ。

○議長（宮下愿吾君） 石野教育長。

○教育長（石野 渡君） 細かい数値についてはまた後にしまして、一応この金額を４校で割って

いただくというんですか、２校で割っていただくということになるんですが、各中学校でしたら



24

２校分ということになります。それを１１カ月分ということで計算していただきましたら、大体の

１カ月に当たる数値は出てくるんかなというふうには思っております。

○議長（宮下愿吾君） よろしいですか。

○教育長（石野 渡君） 会計処理の中身につきましては、それぞれ各学校に事務担当がおります

ので、そこで証票類等をすべて調査はしておりますので、執行は公正に行われております。

○議長（宮下愿吾君） 梅﨑次長。

○教育次長（梅﨑 良君） 教科書の指導書の関係ですけれども、例えば国語の教師用の指導書

１冊２万５，０００円とかというふうな、そういうふうな金額になっております。それを２校分で

すので、当然５万とかというふうな形になってまいります。そうなってまいりますと、５教科以外

に家庭科だとかそういう専科の関係出てきますので、費用としましては当然高額になってくるとい

うふうなことでご理解いただきたいと思います。

○議長（宮下愿吾君） ほかに質疑ありませんか。１番、和田義清君。

○１番（和田義清君） 同じく教育費で１３３ページの地域ぐるみの学校安全体制整備推進事業補

助金で、現在もスクールガードリーダーをお世話になっておるんですが、警察官のＯＢの方という

ことでお世話になっております。これは民生委員の方とかもたまに一緒について歩いておられるん

ですけれども、民生委員とこのスクールガードリーダーさんの分と今、全く別の形で、子供に付き

添いで歩いておられるのは一緒に歩いておられるときがあるんですけれども、それとはまた全然別

個のものなんですか。

○議長（宮下愿吾君） 石野教育長。

○教育長（石野 渡君） スクールガードリーダーは、京都府と伊根町とで取り組みをしておりま

す。学校の登下校あるいは校舎内の安全性の確保ということで、現在、上宮津のほうから通ってい

ただいております警察官のＯＢであります。朝７時半ごろに本庄あるいは伊根、朝妻、筒川等々へ

出向いていただいて、朝早くから夕方遅くまでお世話になっております。非常に好評であります。

これは報酬が出ております。それで、出校されたときには必ず校長の印鑑をいただき、そしてそれ

を教育委員会に提出して、私のほうで確認をしております。

それから、先ほどありました地域ぐるみの学校安全体制等につきましては、学校支援地域本部だ

とか、それから学校運営協議会等々で、安全についてそれぞれの担当でできる限り見取りをお願い

したいというふうなことで、校長あるいは学校からの要請でそれぞれの地域団体にお世話になって

おります。保護者なんかもあいさつ運動と兼ねて一緒に出たりということで、重なって出ておると

ころがございます。

○議長（宮下愿吾君） ほかに質疑ありませんか。１番、和田義清君。

○１番（和田義清君） 同じく１３３ページのその下の振興費の基礎学力充実支援事業のほうで

３４万４，０００円という金額が出ておるんですけれども、説明会の中で、全国でこれは行われる

が、学校自身が抽出されないと採点はしないというふうにご説明のほうはいただいておるんですけ

れども、１人の親として、例えば伊根町の子供が―全国これ共通のテストということですね。

自分の通っている小規模の学校であるんですけれども、どれぐらいの位置に学力的にいるのかとい

うのは、今後の伊根町が教育行政、学校の統廃合とかいろんな問題も出てきておるんですけれども、

その中でもどの位置にいてるかというのを把握、知りたいという親もいらっしゃるんじゃないかな

と思うんですけれども、これはやっぱり法律で決まっていて無理なことなんですか、そういうこと

の発表というか、位置づけは。

○議長（宮下愿吾君） 石野教育長。

○教育長（石野 渡君） 全国学力テストのみならず、京都府の学力テストもございます。一応今

のところ、この全国学力テストにつきましては抽出ということでやっております。悲しいことに伊

根町は来年度も抽出されませんでした。私としましては、僻地にあろうが、どこであろうが、学力

については格差がないようにしたいという願いで補助をつけまして、そして全子供に受けさせると

いうことで、中３、小６を受けるということになっています。

これはあくまでもこちらの町単費になりますので、大変申しわけないんですが、そこら辺ご理解

いただいて、町単費でお世話になって、採点も含めてすべて公正にやり、その結果は学校が子供に
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も返しております。一応私どもがとらまえておるのは、平均値以上だというように理解しておりま

す。

３４万４，０００円のすべての使い勝手につきましては、全国学力テストのみならず、業者のテ

ストやら、それぞれいろんなテストを課して客観的に学力の判定をしているところであります。

○議長（宮下愿吾君） ほかに質疑ありませんか。３番、濱野茂樹君。

○３番（濱野茂樹君） １２３ページ、消防費についてご質問させていただきます。

消防団員でありながら、町内に住所はありますが実態は住んでいないいわゆる消防団員、また各

種動員に年間一度も出動されていない消防団員も目にいたします。このようないわゆる幽霊団員に

つきましては、報酬予算には計上されているのでしょうか、それとも、今後こういった対策を講じ

ていくべきだと思うんですが、そのあたりご教示願います。

○議長（宮下愿吾君） 鍵主幹。

○総務課主幹（鍵 良平君） いわゆる幽霊団員の問題でございますが、現在、消防団員として登

録されておられます方の団員報酬はすべてここに計上してございます。実際に活動に参加されない

方についての対応策ということでございますが、これにつきましては、消防団の団長さんと各幹部

の方々で、実際にいざというとき、または通常の訓練、こういったものに全く参加されない団員の

方に対しては、団のほうからもう退団をしていただけないでしょうかということで、退団勧告とい

うわけではないんですけれども、そういったことをしていただくということで取り決めがされてお

ります。現在のところ、まだその形での退団に至った方というのはご報告はいただいておりません

が、団のほうで常にそういったことについては問題意識を持って活動していただいておりますので、

我々も同じようにそういう問題については団のほうで十分取り組んでいただけておるのかなという

ふうにとらえております。

○議長（宮下愿吾君） ほかに質疑ございませんか。９番、大谷功君。

○９番（大谷 功君） １２９ページの１０款教育費 １項教育総務費の説明の欄の一番下です。

定時制高校伊根分校組合１４万９，０００円ですが、これは定時制高校の伊根分校組合会議会とい

うのがずっと前にありましたね。これが議会として毎年する必要もないだろうということで会議は

開かれなくなりました。それはそれでよろしいんですが、この１４万９，０００円は、その議会と

いうか、前あった団体のところに補助するものなんでしょうか。

組合議会がなくなりましたんで、補助すれば、その決算とかはどうなっているのかなというのも

組合会議員には示すべきかなと思うんですけれども、そこらはどうなっておりますか。

○議長（宮下愿吾君） 梅﨑次長。

○教育次長（梅﨑 良君） 今ご質問の定時制高校の組合の関係でございますけれども、議員おっ

しゃられましたように宮津市と組合議会を設けておりまして、この定時制高校の運営を行っており

ます。この負担金なんですけれども、これは宮津市と伊根町とで応分の負担をしております。それ

と、昨今、与謝野町、京丹後市のほうからも生徒の方が見えられております。その与謝野町、京丹

後市等につきましては、生徒割りというふうな形で費用を応分いただいております。

年間の予算といたしますと３６万というふうな予算を計上いたしておりまして、そのうち約半分

が建物の共済費でございます。残りにつきましては、体育館、町民体育館になっておりますけれど

も、それの修繕費等に充てております。

この予算、それから決算の審議につきましては、宮津市のほうの教育委員会の総括室長と協議を

させていただきまして、この予算、それから決算の承認なんかをいただいております。

議員がおっしゃられましたように、組合の議員さん方にはそのあたりはお示しをしておりません

でした。このことにつきましては、宮津市のほうと協議をいたしまして、今後どのような形でいく

のかというふうなことは協議はしたいと思います。

○議長（宮下愿吾君） ほかに質疑はありませんか。１０番、奥野良一君。

○１０番（奥野良一君） わずかな金額なんですが、１４９ページ、筒川文化センターの運営委員

会の委員ですが、これ昨年も予算は上がっておったというふうに思うんですが、昨年は一度も運営

委員会を開かれておらんというふうに思っております。おととしは開かれましたけれども、その辺

の委員会の委員ですね、これ任期等もあるんでしょうが、その辺はどういうようなことになってお
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るんでしょうか。

○議長（宮下愿吾君） 梅﨑次長。

○教育次長（梅﨑 良君） 筒川文化センターの運営委員会の委員さんですけれども、この委員さ

んの任期は以前は３年でございました。それを、３年は長いのでということで、おととし、１年に

変更をさせていただきました。今年度、平成２３年度につきましては、２２年度の末で任期が切れ

ておりまして、更新ができておりませんでした。２３年度、新たな委員さんをお願いする事務を怠

っておりまして、そのあたりでこの文化センターの運営委員会を開くことができませんでした。新

年度、平成２４年度につきましては、４月に入って早々にそのあたりは事務手続を行いまして、新

しい委員さんの委嘱をお願いいたしまして運営委員会を開催したいというふうな思いでございます。

○議長（宮下愿吾君） ほかに質疑はありませんか。３番、濱野茂樹君。

○３番（濱野茂樹君） １２７ページでございます。災害対策費、けさ防災備品の一覧表をいただ

きまして、まことにありがとうございます。今年度追加で水、米等、折り畳みマットを整備される

ということでございますが、昨今の東日本大震災において女性の方の生理用品が不足したという事

実がございました。ぜひとも今回整備するに当たりまして、そういったものの整備も一考いただけ

ればと思います。意見でございます。

○議長（宮下愿吾君） ほかに質疑ございませんか。５番、佐戸仁志君。

○５番（佐戸仁志君） ちょっと関連なんですが、３月１１日の津波のあの被害のあった日に、与

謝野町なんかで大々的な訓練が行われておりました。その日に目撃したんですが、与謝野町なんか

ではストーブを、薪ストーブといいますか、ドラム缶に煙突がついたような、段ボール、草、木な

んかを燃やして煮炊きができるようなものを各公民館なんかで使用しておりました。伊根町のスト

ーブというのはそのようなストーブなんでしょうか、お聞かせ願います。

○議長（宮下愿吾君） 鍵主幹。

○総務課主幹（鍵 良平君） 石油を燃料としました、いわゆるだるまストーブです。

○議長（宮下愿吾君） ５番、佐戸仁志君。

○５番（佐戸仁志君） そうしますと、ストーブだけあっても暖はとれない。灯油なんかの備蓄が

してあるのかどうかお聞かせ願います。

○議長（宮下愿吾君） 鍵主幹。

○総務課主幹（鍵 良平君） 現在、灯油の備蓄はしておりません。

○議長（宮下愿吾君） ２番、上辻亨君。

○２番（上辻 亨君） 先ほどこの防災備品の一覧というものを配ってもらったわけなんですけれ

ども、ちょっとお聞きするんですが、給水容器フィルムタンクってどういったものでしょうか。

○議長（宮下愿吾君） 鍵主幹。

○総務課主幹（鍵 良平君） ポリエチレンのフィルムでできたリュックサックのようなものでし

て、通常は折りたたんで小さく、このぐらいの厚みで１つ置いておけるものなんですけれども、そ

れを広げますと、口のつきました密封できる背負いひものついたリュックサックになると。直接水

をそれに入れてふたを閉めますと、背負って運ぶことができるという、内容量が１０リットルで、

そのようなものです。手で持ちますと重いので、背負って移動できると、そういったものでござい

ます。

○議長（宮下愿吾君） ほかに質疑ありませんか。質疑がないようであります。またいろいろと質

疑が後からも出てくるかと思いますが、また特会も含めて全部済みましてから総括全体を通じての

質疑の時間を設けたいと思いますので、一応一般会計歳入歳出全般についての質疑を終わりたいと

思いますが、ご異議ございませんか。

（「異議なし」の声あり）

○議長（宮下愿吾君） 異議なしと認めます。それでは、一応一般会計歳入歳出予算全般について

の質疑を終わります。

休憩をいたします。１０分間休憩しまして、２時から再開をいたしたいと思います。よろしくお

願いいたします。

休憩 １３時４９分
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再開 １４時００分

○議長（宮下愿吾君） 再開をいたします。休憩前に引き続き会議を開きます。３番、濱野茂樹君。

○３番（濱野茂樹君） ３番、濱野です。

今議題となっております伊根町一般会計の組み替えを求める動議を提出させていただきたいと思

いますので、お取り計らいをお願いいたします。

（「賛成」の声あり）

○議長（宮下愿吾君） ただいま濱野茂樹君から平成２４年度伊根町一般会計予算の組み替えを求

める動議がありました。

この動議は、ただいま賛成の声があり、１名以上の賛成がありますので、伊根町会議規則第

１６条の規定により成立をしました。

暫時休憩をいたします。

休憩 １４時０１分

再開 １４時０３分

○議長（宮下愿吾君） 再開いたします。休憩前に引き続き会議を開きます。

◎ 日程の追加

○議長（宮下愿吾君） 議会運営委員の辞任につきましては、３月９日をもちまして三野三千彦君

から一身上の理由により議会運営委員を辞任したいとの申し出があっております。

お諮りをいたします。議会運営委員の辞任についてを日程に追加いたしまして、追加日程第１と

し、日程の順序を変更し、直ちに議題にしたいと思いますが、ご異議ありませんか。

（「異議なし」の声あり）

○議長（宮下愿吾君） 異議なしと認めます。したがって、議会運営委員の辞任を日程に追加し、

追加日程第１号として日程順序を変更し、直ちに議題とすることに決定をいたしました。

◎ 追加日程第１ 議会運営委員の辞任について

○議長（宮下愿吾君） 追加日程第１、三野三千彦君の議会運営委員の辞任についてを議題としま

す。

地方自治法第１１７条の規定によって、三野三千彦君の退場を求めます。

（７番 三野三千彦君退場）

○議長（宮下愿吾君） ただいま申し上げましたように、３月９日、三野三千彦君から一身上の理

由により議会運営委員を辞任したいとの申し出があります。

お諮りをします。本件は、申し出のとおり辞任を許可することにご異議ありませんか。

（「異議なし」の声あり）

○議長（宮下愿吾君） 異議なしと認めます。したがって、三野三千彦君の議会運営委員の辞任を

許可することに決定をしました。

◎ 日程の追加

○議長（宮下愿吾君） ただいま議会運営委員が欠けました。

お諮りをします。議会運営委員の選任についてを日程に追加し、追加日程第２として日程の順序

を変更し、直ちに議題にしたいと思います。ご異議ありませんか。

（「異議なし」の声あり）

○議長（宮下愿吾君） 異議なしと認めます。したがって、議会運営委員の選任についてを日程に

追加し、追加日程第２として日程順序を変更し、直ちに議題とすることに決定をしました。

暫時休憩をいたします。

休憩 １４時０６分

再開 １４時０７分

○議長（宮下愿吾君） 再開をいたします。休憩前に引き続き会議を開きます。
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◎ 追加日程第２ 議会運営委員の選任について

○議長（宮下愿吾君） 追加日程第２、議会運営委員の選任についてを議題とします。

お諮りをします。議会運営委員の選任については、委員会条例第７条第１項の規定によって、上

辻亨君を指名したいと思いますが、ご異議ありませんか。

（「異議なし」の声あり）

○議長（宮下愿吾君） 異議なしと認めます。したがって、議会運営委員は上辻亨君を選任するこ

とに決定をしました。

暫時休憩をいたします。

休憩 １４時０７分

再開 １４時２７分

○議長（宮下愿吾君） 再開をいたします。休憩前に引き続き会議を開きます。

ただいま議会運営委員会をお世話になりました。

濱野議員から提出をされました平成２４年度伊根町一般会計予算の組み替えを求める動議につき

ましては、あす議案として提案をいただき、質疑を行う予定にいたしたいと思います。そういうこ

とで議会運営委員会で決定をいただきました。したがって、これからの質疑につきましては、一応

２４年度予算の特会の予算につきまして、これからできるところまでやってまいります。そして、

あす、残りました議案の質疑をやり、なおかつ、あす学校統合についての条例案等が提出、提案さ

れる予定であります。それらも済ませまして、最後に今、濱野議員から出されました動議について

提案をご審議いただくということで進めてまいりたいというふうに思いますので、ご了承を願いた

いと思います。

それでは、引き続き質疑を続行いたしたいと思います。

◎ 日程第３ 議案第４号

○議長（宮下愿吾君） 日程第３、議案第４号 平成２４年度伊根町国民健康保険特別会計予算を

議題とし、これから質疑を行います。

なお、質疑は、慣例により、国民健康保険特別会計事業勘定歳入歳出予算を一区切り、伊根診療

所勘定歳入歳出予算及び本庄診療所勘定歳入歳出予算を一区切りとし、合計二区切りとして行いま

すので、よろしくお願いをいたします。

それでは、質疑をお願いいたします。３番、濱野茂樹君。

○３番（濱野茂樹君） 国民健康保険会計についてお伺いします。１７７ページ、国民健康保険運

営協議会委員についての質問でございます。

こちらの委員構成につきましては、議会代表並びに被保険者代表、あと診療所の医師のほうが専

門分野として委員として委嘱されていたと思いますが、過去２年間にわたる医師の出席状況を教え

ていただければと思います。

○議長（宮下愿吾君） 芦原課長。

○住民生活課長（芦原 誠君） 国民健康保険運営協議会委員さんの過去２年間の出席状況でござ

いますが、先生につきましては、年に大体２回ほど開催しておりますが、１名の出席というのが多

かったですが、先日運営協議会を開催させていただきました。そこには２名の先生に出席をしてい

ただきました。

○議長（宮下愿吾君） ３番、濱野茂樹君。

○３番（濱野茂樹君） ３番、濱野です。

年２回開催されて、１名ずつが出席されていたというのは輪番制で出席されていたのか、具体的

にどちらの先生が出席されていたのか教えていただけませんでしょうか。

○議長（宮下愿吾君） 芦原課長。

○住民生活課長（芦原 誠君） 本庄の先生は、もうほとんど毎回のように出席していだいており

ます。伊根の先生につきましては、これまでから時々参加ということでしたが、２２年度におきま

しては１回も出席はございませんでした。２３年度、先ほど開催させていただきました運営協議会

につきましては、本庄の診療所、伊根の診療所の先生、お二人ともご出席をしていただきました。
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○議長（宮下愿吾君） ３番、濱野茂樹君。

○３番（濱野茂樹君） 伊根診療所の先生は、せんだっての運営協議会のほうで１回出席されただ

けということでございますが、欠席された理由みたいなのをずっと調査とか、なぜ出席されないの

かというあたりをご存じであればお聞かせ願います。

○議長（宮下愿吾君） 芦原課長。

○住民生活課長（芦原 誠君） 会議の開催日程につきましては、一応会長さん等とまず日程を調

整させてもらいながら決めさせていただいておるわけでございますが、個々にそれぞれ別には確認

をさせてもらっておりません。なかなか時間外に開催するということも、これまでから難しいこと

でしたので、診察の時間等が絡んでなかなか参加が、先生方は出席がしにくいというような状況と

なっております。

○議長（宮下愿吾君） ほかに質疑ありませんか。７番、三野三千彦君。

○７番（三野三千彦君） １８２ページ、１８３ページでございますが、共同事業拠出金、高額医

療拠出金でございますが、医療費拠出金でございます。この分につきましては、かなり金額が、

２３０万、４０万ほどですか、多くなっておるわけですが、金額が上がってこういうふうになって

おるのか、全体的に。また、高額医療を受ける者が多いさかいに金額がふえたのか、その辺を教え

ていただきたいのと、もう一つには市町村の拠出金でございますが、その分についてはどのような

算出方法でやられておるのか。

○議長（宮下愿吾君） 芦原課長。

○住民生活課長（芦原 誠君） この分につきましては、国保連合会からの見込みによりまして、

数値によりまして計上をさせていただいております。

○議長（宮下愿吾君） ７番、三野三千彦君。

○７番（三野三千彦君） 連合会、そちらから来るのはもう全部算入をした中で伊根町へ持ってき

ておるわけなんですか。

○議長（宮下愿吾君） 芦原課長。

○住民生活課長（芦原 誠君） この件につきましては、平成２０年、２２年度の実績によりまし

て、国保連合会からの通知によりまして５９％分を拠出しているというものでございます。

算出方法につきましては、医療費割が４０％、それから費用弁償割が４０％、所得割が２０％と

いう割合になっております。

○議長（宮下愿吾君） ほかに質疑ありませんか。３番、濱野茂樹君。

○３番（濱野茂樹君） 先ほどの関連質問でございますが、国保の運協の委員さん、こちらについ

てはできる限り午後に開催されていると思うんですが、休診の日にやられていると思うんです。と

あれば、町の職員であれば、当然そちらを、患者さんを実際に診ていた場合は別として、出席され

るよう求めていくべきものではないかなというふうに思います。今後そういった指導をお願いいた

したく思います。

以上です。

○議長（宮下愿吾君） ほかに質疑ありませんか。質疑はありませんか。質疑なしの声があります

が、国民健康保険特別会計事業勘定歳入歳出予算についての質疑を終わりたいと思いますが、よろ

しいですか。

（「異議なし」の声あり）

○議長（宮下愿吾君） 異議なしの声があります。これで国民健康保険特別会計事業勘定歳入歳出

予算の質疑を終わります。

次に、伊根診療所勘定歳入歳出予算及び本庄診療所勘定歳入歳出予算の質疑を行います。質疑あ

りませんか。３番、濱野茂樹君。

○３番（濱野茂樹君） ご提案に近い形になるかもわかりませんが、お聞きしたいと思います。

診療所の施設は非常に小さいものでございますので、できれば電話関係、今、患者さんから電話

料を取られておられます。私、思いますのに、スカイプ等を利用すれば患者さんから利用料をいた

だく必要もない。また、事業所としても通信料が抑えられるという利点がございます。役場の場合

ですと、やっぱり有事の際、災害時等において、スカイプの機能を考えると非常に厳しいんではな
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いかという気はしますが、診療所規模であればスカイプ等の導入を検討されてはどうかなと思いま

す。その辺のご所見をお伺いしたく思います。

○議長（宮下愿吾君） 芦原課長。

○住民生活課長（芦原 誠君） 導入に向けて検討させていただきたいと思います。

○議長（宮下愿吾君） ほかに質疑はありませんか。質疑ありませんか。質疑なしの声があります

が、伊根診療所勘定歳入歳出予算及び本庄診療所勘定歳入歳出予算の質疑を終わりたいと思います

が、ご異議ございませんか。

（「異議なし」の声あり）

○議長（宮下愿吾君） 異議なしと認めます。質疑を終わります。

◎ 日程第４ 議案第５号

○議長（宮下愿吾君） 次に、日程第４、議案第５号 平成２４年度伊根町簡易水道特別会計予算

を議題とし、これから質疑を行います。質疑ありませんか。質疑ありませんか。質疑なしの声があ

りますが、よろしいですか。質疑がないようでありますが、質疑を終わりたいと思いますが、ご異

議ありませんか。

（「異議なし」の声あり）

○議長（宮下愿吾君） 異議なしと認めます。これで質疑を終わります。

◎ 日程第５ 議案第６号

○議長（宮下愿吾君） 日程第５、議案第６号 平成２４年度伊根町下水道事業特別会計予算を議

題とし、これから質疑を行います。質疑ありませんか。質疑ありませんか。質疑はないようであり

ますが、これにて質疑を終わりたいと思いますが、ご異議ありませんか。

（「異議なし」の声あり）

○議長（宮下愿吾君） 異議なしと認めます。これで質疑を終わります。

◎ 日程第６ 議案第７号

○議長（宮下愿吾君） 日程第６、議案第７号 平成２４年度伊根町財産区特別会計予算を議題と

し、これから質疑を行います。質疑ありませんか。質疑はないようでありますが、質疑を終わりた

いと思いますが、ご異議ありませんか。

（「異議なし」の声あり）

○議長（宮下愿吾君） 異議なしと認めます。これで質疑を終わります。

◎ 日程第７ 議案第８号

○議長（宮下愿吾君） 日程第７、議案第８号 平成２４年度伊根町介護保険特別会計予算を議題

とし、これから質疑を行います。質疑ありませんか。３番、濱野茂樹君。

○３番（濱野茂樹君） 保険料の算定方法につきましてお伺いします。保険料につきましては先日

の議会のほうで議決されたものでございますが、こちらの世帯の定義について、私ちょっとわかり

かねますので、いま一度ご質問させていただきたいんですが、伊根町における世帯であれば課税、

非課税というのはすぐわかると。もし仮に扶養されている方が町外にいらっしゃった場合、そうい

った場合の扶養状況は調査されているのか。その方が例えば宮津市のほうで課税されていた場合は

課税世帯には当然ならない。伊根町では非課税世帯。でも、その世帯基準として、その方扶養され

ていれば、宮津市のほうで課税されていた場合、この場合の保険料額というのは、あくまでも伊根

町で１人でお住まいの方が非課税であれば非課税世帯という考え方になるという理解でよろしいん

でしょうか。

○議長（宮下愿吾君） 上山主幹。

○住民生活課主幹（上山富夫君） 議員おっしゃるとおりで、そのとおりでございます。

○議長（宮下愿吾君） ３番、濱野茂樹君。

○３番（濱野茂樹君） と申しますのは、かなりの収入がある方が、お年寄りを残されてとか出て
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いかれているケースが多々見受けられます。これは法律上の問題もあるとは思いますが、こういっ

た点について、公平か不公平かというところの議論も当然出てくると思うんですけれども、私が思

いますに、他市町村で課税されていれば、その方は課税世帯のほうで計算するとかいったことが、

なかなかできないと思いますが、要望していくべきではないだろうかと、国のほうに対してと思う

んですが、いかがでしょうか。

○議長（宮下愿吾君） 上山主幹。

○住民生活課主幹（上山富夫君） 課税世帯、非課税世帯によってさまざまな、この介護保険の保

険料だけじゃなく、さまざまな部分で、これが不公平じゃないかという観点での見方はさまざまな

部分でできる部分があろうかと思います。伊根町の中でもさまざまな、今までにも、過去にもいろ

いろな討議をしてきた経過もございますので、さらにこれからも議員ご指摘の部分をもう少し伊根

町でも十分研究、検討させていただきたいというふうに思いますので、ご理解いただきたいと思い

ます。

○議長（宮下愿吾君） ほかに質疑はありませんか。質疑ありませんか。質疑はないようでありま

すが、質疑を終わりたいと思いますが、ご異議ありませんか。

（「異議なし」の声あり）

○議長（宮下愿吾君） 異議なしと認めます。これで質疑を終わります。

◎ 日程第８ 議案第９号

○議長（宮下愿吾君） 日程第８、議案第９号 平成２４年度伊根町訪問看護事業特別会計予算を

議題とし、これから質疑を行います。３番、濱野茂樹君。

○３番（濱野茂樹君） ３３３ページ、車両購入費が計上されております。１２年経過された訪問

活動車を更新されるということでございまして、一般会計のほうでもご質問させていただきました

ように、財産収入のほうは計上されておりません。これについては消防車と同様にインターネット

公売等を利用されて売却をされるという理解でよろしいでしょうか、ご教示願います。

○議長（宮下愿吾君） 上山主幹。

○住民生活課主幹（上山富夫君） 今回、１２年経過をした車両を更新させていただく予定として

おりますが、今回この部分につきましては、もう相当年数も、軽自動車ということもありまして相

当年数も経過をしておりますので、今回につきましては、この件につきましては車両価格を、引き

取っていただいて、それも合わせた価格で入札をお願いしたいというふうに考えております。

○議長（宮下愿吾君） ほかに質疑はありませんか。質疑はないようでありますが、質疑を終わり

たいと思いますが、ご異議ありませんか。

（「異議なし」の声あり）

○議長（宮下愿吾君） 異議なしと認めます。これで質疑を終わります。

◎ 日程第９ 議案第１０号

○議長（宮下愿吾君） 日程第９、議案第１０号 平成２４年度伊根町後期高齢者医療特別会計予

算を議題とし、これから質疑を行います。質疑ありませんか。質疑はないようでありますが、これ

にて質疑を終わりたいと思いますが、ご異議ありませんか。

（「異議なし」の声あり）

○議長（宮下愿吾君） 異議なしと認めます。これで質疑を終わります。

◎ 散 会

○議長（宮下愿吾君） 以上をもちまして、本日の日程は全部終了しました。

先ほど私、あすの日程予定について冒頭申し上げましたが、次のとおりとしたいと思いますので、

よろしくお願いします。

あしたの予定は、まず最初に伊根町立小学校及び中学校設置条例の一部改正についてを審議いた

だきたいと思っております。そして、その次に平成２３年度伊根町一般会計第８回補正予算を審議

いただくということにしております。そしてその次に、平成２４年度伊根町一般会計予算の組み替
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えを求める動議について質疑をお願いしたいと思っております。そして、一応あしたの最後に全会

計を通した質疑を行うという段取りで、予定でもって行いたいと思いますので、よろしくお願いを

いたしたいと思います。

なおまた、１９日の予定等につきましては議会運営委員会をお世話になって審議、協議いただく

予定にしておりますが、休会予定という格好で進むということで一応ご理解をいただきたいと思い

ます。議会運営委員会でもって決定をしたいと思っておりますが、そういう段取りでよろしくお願

いします。

それでは、本日はこれで散会をいたします。

あす３月１５日木曜日は午後１時半から開催の予定でありますので、よろしくお願いをいたしま

す。

ご苦労さんでした。

散会 １５時０７分
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